
教科・種目名  社会（歴史的分野） 調査研究事項 

別表１        
調査項目  ２  東書  17 教出  35 清水   46 帝国  116 日文  225 自由社  227 育鵬社  229 学び舎  

単元別ページ数と構成比率（合計ペー

ジ数に占める各単元の割合）  

 
 
 
 

 

◇歴史の流れをとらえ
よう（ 14ページ）  

◇古代までの日本  
（ 44ページ）  

◇中性の日本  
（ 34ページ）  

◇近世の日本  
（ 44ページ）  

◇開国と近代の歩み  
（ 54ページ）  

◇二度の世界大戦と日  
本（ 44ページ）  

◇現代の日本と世界  
（ 37ページ）  

 
【歴史のとらえ方】  

：  5.2％  
【古代】： 16.2％  
【中世】： 12.5％  
【近世】： 16.2％  
【近代】： 36.2％  
【現代】： 13.7％  
 

◇歴史の移り変わりを  
考えよう（ 9ページ） 

◇原始・古代の日本と  
世界（ 38ページ）  

◇中世の日本と世界  
（ 34ページ）  

◇近世の日本と世界  
（ 44ページ）  

◇近代の幕開け  
（ 24ページ）  

◇近代の日本と世界  
（ 38ページ）  

◇二度の世界大戦と日  
本（ 42ページ）  

◇現代の日本と世界  
（ 32ページ）  

 
【歴史のとらえ方】  

：  3.4％  
【古代】： 14.6％  
【中世】： 13.0％  
【近世】： 16.9％  
【近代】： 39.8％  
【現代】： 12.3％  
 

◇序章（ 9ページ）  
◇原始・古代の日本と

世界（ 52ページ）  
◇中世の日本と世界  

（ 32ページ）  
◇近世の日本と世界  

（ 56ページ）  
◇近代化の進む世界と  

日本（ 62ページ）  
◇二つの世界大戦と日  

本（ 40ページ）  
◇現代の日本と世界  

（ 28ページ）  
 
【歴史のとらえ方】  

：  3.2％  
【古代】： 18.6％  
【中世】： 11.5％  
【近世】： 20.1％  
【近代】： 36.6％  
【現代】： 10.0％  

 ◇歴史のとらえ方と調  
べ方（ 10ページ）  

◇古代国家の成立と東  
アジア（ 38ページ）  

◇武家政権の成長と東  
アジア（ 24ページ）  

◇武家政権の展開と世  
界の動き (52ページ ) 

◇近代国家の歩みと国  
際社会（ 56ページ）  

◇二度の世界大戦と日  
本（ 42ページ）  

◇現在に続く日本と世  
界（ 28ページ）  

 
【歴史のとらえ方】  

：  4.0％  
【古代】： 15.2％  
【中世】：  9.6％  
【近世】： 20.8％  
【近代】： 39.2％  
【現代】： 11.2％  

◇歴史のとらえ方  
（ 8ページ）  

◇古代までの日本  
（ 44ページ）  

◇中世の日本  
（ 38ページ）  

◇近世の日本  
（ 49ページ）  

◇日本の近代化  
（ 58ページ）  

◇二度の世界大戦と日  
本（ 40ページ）  

◇現代の日本と世界  
（ 36ページ）  

◇歴史学習の基礎資料
（ 8ページ）  

 
【歴史のとらえ方】  

：  2.9％   
【古代】： 16.1％  
【中世】： 13.9％  
【近世】： 17.9％  
【近代】： 35.9％  
【現代】： 13.2％  

◇歴史のとらえ方  
（ 18ページ）  

◇古代までの日本  
（ 56ページ）  

◇中世の日本  
（ 28ページ）  

◇近世の日本  
（ 44ページ）  

◇近代の日本と世界Ⅰ
（ 58ページ）  

◇近代の日本と世界Ⅱ
（ 40ページ）  

◇現代の日本と世界  
（ 28ページ）  

 
【歴史のとらえ方】  

：  6.6％  
【古代】： 20.6％  
【中世】： 10.3％  
【近世】： 16,2％  
【近代】： 36.0％  
【現代】： 10.3％  

◇序章（ 7ページ）  
◇原始と古代の日本  

（ 52ページ）  
◇中世の日本  

（ 32ページ）  
◇近世の日本  

（ 64ページ）  
◇近代の日本と世界  

（ 54ページ）  
◇二度の世界大戦と日  

本（ 44ページ）  
◇現代の日本と世界  

（ 27ページ）  
 
【歴史のとらえ方】  

：  2.5％  
【古代】： 18.6％  
【中世】： 11.4％  
【近世】： 22.9％  
【近代】： 35.0％  
【現代】：  9.6％  

◇歴史への案内  
（ 6ページ）  

◇原始・古代  
（ 46ページ）  

◇中性（ 32ページ）  
◇近世（ 56ページ）  
◇近代（ 48ページ）  
◇二つの世界大戦  

（ 64ページ）  
◇現代（ 38ページ）  
 
【歴史のとらえ方】  

：  2.1％  
【古代】： 15.9％  
【中世】： 11.0％   
【近世】： 19.3％  
【近代】： 38.6％  
【現代】： 13.1％  

全
体
の
構
成 

単元の導入  

 

 

 

世紀を目印に時代の
移り変わりを小学校で
学習した資料や写真を
並べて、視覚的にとら
えさせる工夫をしてい
る。  

各時代の特徴的な写
真や絵画などを取り上
げ、これから学習する
時代のイメージをつか
ませようとしている。  

各時代の特徴的な写
真や絵画を取り上げ、
発問するかたちで、興
味・関心を導き出そう
としている。  

 各時代の特徴的な風
景等をイラストで表し、
発問するかたちで、興
味・関心を導き出そう
としている。  
 

各時代の特徴的な絵
画や写真などを世界地
図と共に取り上げ、日
本の歴史をグローバル
な視点からとらえ、時
代の特色をあげ、学習
の目的をつかめるよう
にしている。  

各時代の特徴的な写
真や絵画を取り上げ、
発問するかたちで、興
味・関心を導き出そう
としている。  

各時代の特徴的な写
真や絵画を取り上げ、
発問するかたちで、興
味・関心を導き出そう
としている。  

また、歴史の流れを
大観するページと時代
の特色をつかむページ
の ２ 部 構 成 と し て い
る。  

各時代の特徴的なテ
ーマを設け、それに関
する写真や絵画などを
世界地図とともにとり
あげ、日本の歴史をグ
ローバルな視点からと
らえさせる工夫をして
いる。  
 

１時間の学習の流れ  

 

 

 

１時間の学習内容を
見開き２ページに収め
「学習内容の見通し→
学習活動の展開→学習
内容のふり返り」の流
れを構造化することで
基礎・基本を習得でき
るよう工夫している。  
 興味・関心を引き出
すため冒頭に学習内容
を象徴する資料を掲載
している。  

また、「見通し」を
持たせるために「学習
課題」を設け、１時間
の学習の最後には、「
学習課題」に対応して
「ふり返り」を行う言
語活動を設け、基礎・
基本を定着できるよう
にしている。  
 

１時間の学習内容を
見開き２ページに収め
冒頭に学習課題を設け
て１時間の学習で何に
ついて追求していくか
を明確にしている。  

各資料に番号を付し
本文中の関係する箇所
に資料番号を示してい   
る。  

「読み解こう」と題
し、資料を活用し、考
察する言語活動を取り
入れている。  
また、「ふりかえる」と

題し、ステップ１で本
時で学習したことを整
理、確認させ、ステッ
プ２で学習したことを
活用し、自分の言葉で
表現する、言語活動を
設けている。  

１時間の学習内容を
見開き２ページに収め
ている。  

冒頭に学習課題を設
け、１時間の学習で何
について追求していく
か 明 確 に し て い る 。  
 課題解決のための豊
富な資料や解説を欄外
に掲載している。  

１時間の学習の最後
には、「まとめてみよ
う」と題し、資料を活
用し、考察する言語活
動を取り入れている。  
 
 
 
 

１ 時 間 の 学 習 内 容
は、見開き２ページを
基本にしているが、文
化史は４ページで構成
している。  
 １時間ごとに学習課
題を設定し、その課題
を解決するための豊富
な資料や解説がある。  
 １時間の学習の最後
には、「確認しよう」
「説明しよう」と題し
た課題が設けられており、
学習の振り返りをする
とともに、言語活動を
充実させる工夫をして
いる。 

１時間の学習内容を
見開き２ページに収め
「学習課題→学習活動
の展開→学習の確認と
活用」の流れを構造化
することで、基礎・基
本を習得できるように
工夫している。  

興味・関心を引き出
すため冒頭に学習内容
を象徴する資料を掲載
し、「見通し」を持た
せるために「学習課題」
を設けている。  

１時間の学習の最後
には、「学習課題」に
対応して「学習の確認
と活用」と題した振り
返りを設けている。   

１時間の学習内容を
見開き２ページに収め
「学習内容の見通し→
学習活動の展開→学習
内容の振り返り」の流
れを構造化することで
基礎・基本を習得でき
るよう工夫している。  
 興味・関心を引き出
すため冒頭に学習内容
を象徴する資料を掲載
している。  

１時間ごとに学習課
題が設定され、学習に
必要な語句の解説を欄
外に整理している。  

１時間の学習の最後
には、「まとめチャレ
ンジ」と題した課題を
設け、学習内容を振り
返 る 構 成 に な っ て い
る。  

 

１時間の学習内容を
見開き２ページに収め
「学習内容の見通し→
学習活動の展開→学習
内容の振り返り」の流
れを構造化することで
基礎・基本を習得でき
るよう工夫している。  
 興味・関心を引き出
すため冒頭に学習内容
を象徴する写真や絵画
などの資料を大きく掲
載している。  

１時間の学習の最後
には、「学習課題」に
対応して「振り返り」
を行う言語活動を設け
基礎・基本を定着でき
るようにしている。  

１時間の学習内容を
見 開 き ２ ペ ー ジ に 収
め、冒頭に学習内容を
象徴する資料を掲載す
るなど、興味・関心を
引き出すため工夫を豊
富にしている。  

また、本文に歴史の
各場面の状況を具体的
に記述し、その時代に
生きた人々の姿をクロ
ーズアップすることで
歴史的事象を身近に感
じることができるよう
にしている。  
 
 
 

単元の学習内容の振り返り  

 

 

「時代の特色をとら
え る 言 語 活 動 の ま と
め」を設け、通史学習
の内容をもとに、様々
な方法で時代の特色を
とらえさせる工夫をし
ている。  

また、「基礎・基本
のまとめ」のページを
設け、用語の確認や資
料への空白補充、年表
の活用などを通して、
基本事項の確認ができ
るようにしている。  

「学習のまとめと表
現と題し、各時代を大
観できる構造図を掲載
し知識の定着を図ると
ともに、それを活用し
て考察・表現する言語
活 動 を 取 り 入 れ て い
る。  
 また、地図の活用を
重視し地理の学習とも
関連を図るように工夫
している。  

各単元のまとめとし
て、年表を使って各時
代の特色をとらえさせ
る工夫をしている。  

また、重要語句を使
用して自分の言葉で説
明させる問題を設けて
いる。 

「学習をふりかえろ
う」と題した課題を設
け、「年表」と「地図」
で整理・確認させる作
業がある。  

また、修得した知識
を活用しながら、言葉
で 時 代 の 特 色 を 整 理
し、表現させ時代を大
観させる課題を設けて
いる。 

「学習の活用」と題
し、「年表」や「地図」・
「表」で課題を整理・
確 認 さ せ る 作 業 が あ
る。  

また、修得した知識
を活用しながら、言葉
で 時 代 の 特 色 を 整 理
し、表現させ時代を大
観させる課題を設けて
いる。  

各単元末のまとめと
して、「ひとこと」作
文を作成し時代を大観
するという課題を設け
ている。  

また、「 100字用語解
説」を設け、基本的な
用語の確認ができるよ
うになっている。  

「学習のまとめ」と
題し、「年表」や「地
図」で整理・確認させ
る問題を設けている。  

また、修得した知識
を活用しながら、言葉
で 時 代 の 特 色 を 整 理
し、表現させ時代を大
観させる問題を設けて
いる。  

「ふりかえり」では、
語句を空欄に埋めてい
く問題を設けている。  

また、「学習のまとめ」
では、「年表」や「地
図」で整理・確認させ
る問題があり、その時
代の特徴を押さえると
ともに、前の時代との
比較をさせるものもあ
る。  
 
 



教科・種目名  社会（歴史的分野） 調査研究事項 

調査項目  ２  東書  17 教出  35 清水   46 帝国  116 日文  225 自由社  227 育鵬社  229 学び舎  

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
歴
史
上
の
人
物 

 

◇
は
本
文
中
に
掲
載 

◆
は
本
文
以
外
に
掲
載 

            

古代までの日本  

 

 

◇始皇帝◇武帝  
◇アレクサンドロス大   
 王  
◇釈迦◇イエス  
◇ムハンマド◇光武帝
◇卑弥呼◇好太王  
◇聖徳太子◇蘇我馬子
◇推古天皇◇小野妹子
◇中大兄皇子  

（天智天皇）  
◇中臣鎌足◇蘇我蝦夷
◇蘇我入鹿  
◇大友皇子◇天武天皇
◇持統天皇◇聖武天皇
◇光明皇后◇行基  
◇大伴家持◇桓武天皇
◇坂上田村麻呂◇最澄
◇空海◇藤原道長  
◇藤原頼通◇紀貫之  
◇紫式部◇清少納言  
◆阿倍仲麻呂◆鑑真  

◇ハンムラビ◇孔子  
◇シャカ◇始皇帝  
◇イエス◇卑弥呼  
◇ムハンマド  
◇聖徳太子◇蘇我馬子
◇推古天皇◇小野妹子
◇中大兄皇子  

（天智天皇）  
◇中臣鎌足◇大友皇子
◇天武天皇  
◇阿倍仲麻呂◇鑑真  
◇聖武天皇  
◇柿本人麻呂  
◇大伴家持◇桓武天皇
◇坂上田村麻呂◇最澄
◇空海◇藤原道長  
◇紀貫之◇紫式部  
◇清少納言  
◆広開土王◆煬帝  
◆行基◆山上憶良  
◆長屋王◆菅原道真  
◆アテルイ  

◇ガウタマ＝シッダー  
ルタ  

◇イエス◇孔子  
◇始皇帝◇卑弥呼  
◇玄奘◇ムハンマド  
◇推古天皇◇聖徳太子  
◇小野妹子  
◇中大兄皇子  

（天智天皇）  
◇中臣鎌足◇天武天皇  
◇聖武天皇◇光明皇后
◇行基◇鑑真  
◇聖武天皇◇桓武天皇
◇最澄◇空海  
◇藤原道長◇藤原頼通  
◇平将門◇藤原純友  
◇藤原清衡◇白河天皇  
◇菅原道真◇紀貫之  
◇紫式部◇清少納言  
◆孔子◆阿倍仲麻呂  

 ◇孔子◇始皇帝◇釈迦
◇イエス◇ムハンマド
◇卑弥呼◇聖徳太子  
◇蘇我馬子◇推古天皇
◇小野妹子  
◇中大兄皇子  

（天智天皇）  
◇中臣鎌足◇天武天皇
◇聖武天皇◇光明皇后
◇行基◇大伴家持  
◇柿本人麻呂  
◇山上憶良◇桓武天皇  
◇坂上田村麻呂  
◇菅原道真◇藤原道長
◇藤原頼通◇紀貫之  
◇紫式部◇清少納言  
◇最澄◇空海  
◆ワカタケル大王  
◆阿倍仲麻呂◆鑑真 

◇始皇帝◇シャカ  
◇イエス◇ムハンマド
◇卑弥呼◇聖徳太子  
◇蘇我馬子◇推古天皇
◇小野妹子  
◇中大兄皇子  

（天智天皇）  
◇中臣鎌足◇天武天皇
◇持統天皇◇聖武天皇
◇行基◇大伴家持  
◇柿本人麻呂  
◇山上憶良◇桓武天皇
◇坂上田村麻呂◇最澄
◇空海◇藤原道長  
◇藤原頼通◇紀貫之  
◇紫式部◇清少納言  
◇平将門◇藤原純友  
◆孔子◆阿倍仲麻呂  
◆鑑真◆アテルイ  
◆母礼 

◇相澤忠洋◇孔子  
◇始皇帝◇イエス  
◇釈迦◇ムハンマド  
◇卑弥呼◇広開土王  
◇聖明王◇欽明天皇  
◇聖徳太子◇推古天皇
◇蘇我馬子◇小野妹子
◇煬帝◇蘇我蝦夷  
◇蘇我入鹿  
◇山背大兄王  
◇中大兄皇子  

(天智天皇 ) 
◇中臣鎌足◇大友皇子  
◇大海人皇子  

（天武天皇）  
◇持統天皇◇聖武天皇
◇光明皇后◇行基  
◇用明天皇  
◇阿倍仲麻呂◇鑑真  
◇額田王◇柿本人麻呂
◇大伴家持◇山上億良
◇山部赤人◇大伴旅人
◇桓武天皇◇最澄  
◇坂上田村麻呂◇空海  
◇アテルイ◇藤原道長
◇藤原頼通◇菅原道真  
◇鳥羽僧正◇清少納言
◇紫式部◇醍醐天皇  
◇紀貫之◇小野小町  
◇在原業平  
◇後白河上皇◇源信  
◇空也◇平将門  
◇藤原純友  
◇後三条天皇  
◇白河天皇◇源義家  
◆雄略天皇  
 

◇孔子◇始皇帝  
◇卑弥呼◇好太王  
◇シャカ◇イエス  
◇ムハンマド◇光武帝  
◇聖徳太子◇蘇我馬子
◇推古天皇◇小野妹子
◇中大兄皇子  

（天智天皇）  
◇中臣鎌足◇蘇我蝦夷
◇蘇我入鹿◇大友皇子
◇天武天皇◇持統天皇
◇鞍作鳥◇阿倍仲麻呂
◇大伴家持  
◇柿本人麻呂  
◇山上憶良◇山部赤人
◇聖武天皇◇行基  
◇鑑真◇桓武天皇  
◇坂上田村麻呂◇最澄
◇空海◇藤原道長  
◇藤原頼通◇菅原道真
◇紀貫之◇紫式部  
◇清少納言  
◆仁徳天皇◆空也  
◆光明皇后  

◇ガウタマ・シッダー  
ルタ  

◇卑弥呼◇厩戸皇子  
◇蘇我馬子◇小野妹子
◇中大兄皇子  

（天智天皇）  
◇中臣鎌足◇大友皇子  
◇天武天皇◇持統天皇  
◇聖武天皇◇鑑真  
◇ムハンマド  
◇桓武天皇  
◇坂上田村麻呂  
◇アテルイ◇藤原道長  
◇藤原頼通  
◆孔子◆イエス  
◆スパルタクス◆玄奘
◆ワカタケル◆長屋王
◆平将門  

中世の日本  

 

 

◇平将門◇藤原純友  
◇源義家◇後三条天皇
◇白河天皇◇鳥羽上皇
◇後白河天皇◇平清盛
◇源義朝◇源頼朝  
◇源義仲◇源義経  
◇北条時政  
◇後鳥羽上皇  
◇北条泰時◇藤原定家
◇西行◇鴨長明◇運慶
◇兼好法師◇法然  
◇親鸞◇一遍◇日蓮  
◇栄西◇道元  
◇チンギス・ハン  
◇フビライ・ハン  
◇北条時宗  
◇後醍醐天皇  
◇足利尊氏◇足利義満
◇李成桂◇足利義教  
◇足利義政◇観阿弥  
◇世阿弥  
◆北条政子◆雪舟  

◇チンギス・ハン  
◇フビライ・ハン  
◇平将門◇藤原純友  
◇白河天皇◇平清盛  
◇源頼朝◇源義仲  
◇源義経◇北条時政  
◇後鳥羽上皇  
◇北条泰時◇藤原定家
◇西行◇鴨長明◇運慶
◇兼好法師◇法然  
◇親鸞◇一遍◇日蓮  
◇栄西◇道元  
◇北条時宗  
◇後醍醐天皇  
◇足利尊氏◇楠木正成
◇新田義貞◇足利義満
◇李成桂◇尚巴志  
◇コシャマイン  
◇観阿弥◇世阿弥  
◇足利義政◇蓮如  
◆マルコ・ポーロ  
◆源義家◆北条政子  
◆上杉謙信◆今川義元
◆武田信玄◆島津貴久
◆雪舟 

◇チンギス・ハン  
◇フビライ・ハン  
◇マルコ・ポーロ  
◇平清盛◇源義朝  
◇後白河上皇  
◇源頼朝◇源義仲  
◇源義経◇源実朝  
◇後鳥羽上皇  
◇北条泰時◇法然  
◇親鸞◇一遍◇日蓮  
◇栄西◇道元  
◇藤原定家◇西行  
◇鴨長明  
◇卜部（吉田）兼好  
◇北条時宗  
◇後醍醐天皇  
◇足利尊氏◇楠木正成  
◇新田義貞◇光明天皇  
◇足利義満◇李成桂  
◇コシャマイン  
◇足利義政◇足利義視  
◇足利義視◇細川義尚  
◇日野富子◇雪舟  
◆北条政子◆蓮如  

 ◇平将門◇藤原純友  
◇後三条天皇  
◇白河天皇  
◇後白河天皇  
◇平清盛◇源義朝  
◇源頼朝◇源義仲  
◇源義経◇北条政子  
◇源実朝◇後鳥羽上皇
◇北条泰時◇運慶  
◇快慶◇西行  
◇藤原定家  
◇法然◇親鸞◇一遍  
◇日蓮◇栄西◇道元  
◇チンギス・ハン  
◇フビライ・ハン  
◇北条時宗  
◇後醍醐天皇  
◇足利尊氏◇楠木正成
◇新田義貞◇足利義満
◇李成桂  
◇コシャマイン  
◇足利義政◇武田信玄
◇観阿弥◇世阿弥  
◇雪舟  
◆藤原清衡◆藤原基衡  
◆藤原秀衡◆竹崎季長 

◇後三条天皇  
◇白河天皇  
◇後白河上皇  
◇源義朝◇平清盛  
◇源頼朝◇源義仲  
◇源義経◇北条政子  
◇後鳥羽上皇  
◇北条泰時◇鴨長明  
◇兼好法師◇法然  
◇親鸞◇一遍◇日蓮  
◇栄西◇道元  
◇チンギス・ハン  
◇フビライ・ハン  
◇北条時宗  
◇後醍醐天皇  
◇足利尊氏◇楠木正成
◇足利義満◇李成桂  
◇尚巴志◇足利義教  
◇足利義政◇雪舟  
◇観阿弥◇世阿弥  
◆運慶◆快慶  
◆竹崎季長◆上杉謙信
◆今川義元◆武田信玄
◆島津貴久◆毛利元就
◆朝倉義景  

◇後白河天皇  
◇崇徳上皇◇慈円  
◇平清盛◇源義朝  
◇安徳天皇◇以仁王  
◇源頼朝◇源義経  
◇北条政子◇源実朝  
◇後鳥羽上皇  
◇北条泰時  
◇チンギス・ハン  
◇フビライ・ハン  
◇北条時宗  
◇後醍醐天皇  
◇護良親王◇足利尊氏
◇楠木正成◇新田義貞
◇足利義満◇足利義政
◇足利義尚◇細川勝元
◇山名持豊◇法然  
◇親鸞◇一遍◇日蓮  
◇栄西◇道元◇運慶  
◇快慶◇重源  
◇藤原定家◇西行  
◇源実朝◇鴨長明  
◇吉田兼好◇観阿弥  
◇世阿弥◇雪舟  

◇平将門◇藤原純友  
◇後三条天皇  
◇白河天皇  
◇後白河天皇◇平清盛
◇源義朝◇以仁王  
◇源頼朝◇源義仲  
◇源義経◇安徳天皇  
◇北条時政  
◇後鳥羽上皇  
◇北条泰時◇法然  
◇親鸞◇一遍◇日蓮  
◇栄西◇道元  
◇藤原定家◇西行  
◇鴨長明◇吉田兼好  
◇運慶◇快慶  
◇チンギス・ハン  
◇フビライ・ハン  
◇北条時宗  
◇後醍醐天皇  
◇足利尊氏◇楠木正成
◇護良親王◇新田義貞
◇足利義満◇李成桂  
◇観阿弥◇世阿弥  
◇足利義政◇雪舟  
◆マルコ＝ポーロ  
◆蓮如 

◇後白河天皇◇平清盛
◇藤原師通◇白河天皇
◇鳥羽上皇◇源義朝  
◇崇徳上皇◇高倉天皇
◇安徳天皇  
◇八条院障子  
◇源頼朝◇上総介広常
◇千葉常胤◇源義仲  
◇源義経◇北条時政  
◇後鳥羽上皇  
◇源実朝◇北条義時  
◇北条泰時◇鴨長明  
◇法然◇親鸞◇日蓮  
◇一遍◇吉田兼好  
◇サウマー  
◇フレグ・ウルス  
◇チンギス・カン  
◇クビライ・カン  
◇後醍醐天皇  
◇楠木正成◇足利尊氏
◇足利義満◇李成桂  
◇朱元璋◇足利義政  
◇世阿弥◇雪舟  
◆藤原清衡  
◆鎌倉権五郎景政  
◆重源 

近世の日本  

 

◇ルター◇カルバン  
◇ザビエル  
◇バスコ・ダ・ガマ  
◇コロンブス  
◇マゼラン  
◇大友宗麟  
◇織田信長◇足利義昭  
◇武田勝頼◇明智光秀  
◇豊臣秀吉 (羽柴秀吉 ) 
◇李舜臣◇狩野永徳  
◇狩野山楽◇千利休  

◇レオナルド・ダ・ヴ  
ィンチ  

◇ミケランジェロ  
◇コペルニクス  
◇ガリレオ◇ルター  
◇カルバン◇バスコ・  

ダ・ガマ  
◇コロンブス  
◇マゼラン  
◇フランシスコ・ザビ  

エル  

◇ルター◇カルバン  
◇バスコ・ダ・ガマ  
◇コロンブス  
◇マゼラン◇武田信玄  
◇上杉謙信◇毛利元就  
◇フランシスコ・ザビ  

エル  
◇織田信長◇今川義元  
◇足利義昭◇豊臣秀吉  
◇明智光秀◇李舜臣  
◇狩野永徳◇狩野山楽  

 ◇ルター◇カルバン  
◇バスコ・ダ・ガマ  
◇コロンブス  
◇マゼラン  
◇フランシスコ・ザビ  

エル  
◇織田信長◇今川義元  
◇足利義昭◇武田勝頼  
◇明智光秀◇豊臣秀吉  
◇李舜臣◇狩野永徳  
◇千利休◇出雲の阿国  

◇ルター  
◇バスコ・ダ・ガマ  
◇コロンブス  
◇マゼラン  
◇フランシスコ・ザビ  

エル  
◇織田信長◇今川義元  
◇足利義昭◇明智光秀  
◇豊臣秀吉 (羽柴秀吉 ) 
◇狩野永徳◇千利休  
◇徳川家康◇石田三成  

◇武田信玄◇上杉謙信
◇毛利元就◇ルター  
◇コロンブス  
◇バスコ・ダ・ガマ  
◇フランシスコ・ザビ  

エル  
◇織田信長◇今川義元
◇足利義昭◇武田勝頼
◇明智光秀         
◇豊臣秀吉 (羽柴秀吉 )
◇明智光秀◇加藤清正  

◇バスコ・ダ・ガマ  
◇コロンブス  
◇マゼラン◇ルター  
◇フランシスコ・ザビ  

エル  
◇大友宗麟◇織田信長  
◇今川義元◇足利義昭  
◇武田勝頼◇豊臣秀吉  
◇明智光秀◇李舜臣  
◇狩野永徳◇狩野山楽  
◇千利休◇出雲の阿国  

◇コロンブス◇ルター
◇ザビエル  
◇大友宗麟  
◇織田信長◇今川義元
◇足利義昭◇武田勝頼  
◇豊臣秀吉  
◇明智光秀  
◇千利休◇伊達政宗  
◇徳川家康◇石田三成  
◇徳川家光  
◇井原西鶴◇松尾芭蕉  
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近世の日本  

 

 

 

◇出雲の阿国  
◇徳川家康◇豊臣秀頼  
◇石田三成◇毛利輝元
◇徳川家光◇徳川秀忠
◇天草四郎  
◇シャクシャイン  
◇徳川綱吉◇新井白石
◇徳川光圀◇井原西鶴
◇松尾芭蕉  
◇近松門左衛門  
◇俵屋宗達◇尾形光琳
◇菱川師宣◇徳川吉宗
◇田沼意次◇松平定信
◇ラクスマン  
◇大黒屋光太夫  
◇レザノフ◇本居宣長
◇杉田玄白◇伊能忠敬
◇鈴木春信  
◇東洲斎写楽  
◇喜多川歌麿  
◇葛飾北斎◇歌川広重
◇十返舎一九  
◇滝沢馬琴◇与謝蕪村
◇小林一茶◇緒方洪庵
◇シーボルト  
◇渡辺崋山◇高野長英
◇大塩平八郎  
◇水野忠邦  
◆山田長政◆三井高利
◆間宮林蔵◆細川重賢 

◇織田信長◇足利義昭  
◇今川義元◇明智光秀  
◇豊臣秀吉 (羽柴秀吉 ) 
◇徳川家康◇加藤清正  
◇小西行長◇李舜臣  
◇狩野永徳◇狩野山楽  
◇千利休◇出雲の阿国  
◇徳川家康◇徳川秀忠  
◇石田三成◇徳川家光  
◇天草四郎  
◇シャクシャイン  
◇徳川綱吉◇新井白石  
◇徳川光圀◇井原西鶴  
◇松尾芭蕉  
◇近松門左衛門  
◇市川団十郎  
◇中江藤樹◇俵屋宗達  
◇尾形光琳◇菱川師宣  
◇徳川吉宗◇大岡忠相  
◇田沼意次◇松平定信  
◇本居宣長◇平田篤胤  
◇杉田玄白◇平賀源内  
◇伊能忠敬◇安藤昌益  
◇東洲斎写楽  
◇喜多川歌麿  
◇葛飾北斎◇歌川広重  
◇十返舎一九  
◇滝沢馬琴◇与謝蕪村  
◇小林一茶  
◆バリニャーニ  
◆伊藤マンショ  
◆千々石ミゲル  
◆中浦ジュリアン  
◆原マルチノ  
◆山田長政◆青木昆陽
◆野國そう管  
◆二宮尊徳◆上杉鷹山
◆緒方洪庵◆賀茂真淵
◆塙保己一  
◆シーボルト  
◆前野良沢 

◇長谷川等伯  
◇千利休◇出雲の阿国  
◇徳川家康◇石田三成  
◇徳川秀忠◇徳川家光  
◇徳川綱吉  
◇坂田藤十郎  
◇市川団十郎  
◇井原西鶴◇松尾芭蕉  
◇近松門左衛門  
◇尾形光琳◇菱川師宣
◇僧契沖◇徳川吉宗  
◇田沼意次◇松平定信  
◇ラクスマン  
◇レザノフ  
◇間宮林蔵◇伊能忠敬  
◇林羅山◇木下順庵  
◇賀茂真淵◇本居宣長  
◇新井白石  
◇大黒屋光太夫  
◇前野良沢◇杉田玄白  
◇シーボルト  
◇高野長英  
◇十返舎一九  
◇滝沢馬琴  
◇喜多川歌麿  
◇葛飾北斎◇歌川広重  
◇小林一茶◇良寛  
◆中浦ジュリアン  
◆ルイス＝フロイス  
◆雨森芳洲  
◆シャクシャイン  
◆三井高利◆青木昆陽  
◆塙保己一◆石田梅岩  
◆安藤昌益  

 ◇徳川家康◇石田三成
◇徳川家光  
◇シャクシャイン  
◇徳川綱吉  
◇近松門左衛門  
◇俵屋宗達◇尾形光琳
◇菱川師宣◇関孝和  
◇渋川春海◇徳川吉宗
◇田沼意次◇松平定信
◇与謝蕪村◇小林一茶
◇東洲斎写楽  
◇喜多川歌麿  
◇葛飾北斎  
◇歌川広重  
◇十返舎一九  
◇滝沢馬琴◇本居宣長
◇前野良沢◇杉田玄白
◇平賀源内◇伊能忠敬  
◆山田長政◆天草四郎
◆高田屋嘉兵衛  
◆上杉治憲 

◇徳川家光  
◇シャクシャイン  
◇徳川綱◇徳川光圀  
◇関孝和◇宮崎安貞  
◇井原西鶴◇松尾芭蕉  
◇近松門左衛門  
◇俵屋宗達◇尾形光琳  
◇菱川師宣◇徳川吉宗  
◇田沼意次◇松平定信  
◇本居宣長◇杉田玄白  
◇前野良沢  
◇シーボルト  
◇伊能忠敬◇平賀源内  
◇安藤昌益  
◇喜多川歌麿  
◇葛飾北斎◇歌川広重  
◇十返舎一九  
◇滝沢馬琴◇与謝蕪村  
◇小林一茶  
◆伊東マンショ  
◆千々石ミゲル  
◆中浦ジュリアン  
◆原マルチノ  
◆武田勝頼◆李舜臣  
◆出雲の阿国  
◆雨森芳洲  

◇小西行長◇李舜臣  
◇狩野永徳◇千利休  
◇池坊専攻好  
◇出雲の阿国  
◇徳川家康◇石田三成
◇豊臣秀頼◇徳川家光
◇山田長政◇松倉勝家
◇天草四郎時貞  
◇シャクシャイン  
◇徳川綱吉◇徳川家宣  
◇井原西鶴◇松尾芭蕉
◇近松門左衛門  
◇俵屋宗達◇尾形光琳
◇菱川師宣◇林羅山  
◇徳川光圀◇中江藤樹
◇山鹿素行◇伊藤仁斎
◇荻生そらい  
◇関孝和◇宮崎安貞  
◇緒方洪庵  
◇フォン・シーボルト
◇吉田松陰◇石田梅岩
◇前野良沢◇杉田玄白
◇平賀源内◇麻田剛立
◇伊能忠敬◇最上徳内
◇本居宣長◇徳川吉宗
◇大岡越前守忠相  
◇田沼意次◇青木昆陽
◇上杉鷹山◇松平定信
◇与謝蕪村◇小林一茶
◇十返舎一九  
◇式亭三馬◇滝沢馬琴
◇上田秋成  
◇東洲斎写楽  
◇喜多川歌麿  
◇葛飾北斎◇歌川広重
◇池大雅◇円山応挙  
◇ラクスマン  
◇レザノフ  
◇大塩平八郎  
◇水野忠邦◇林子平  
◇会沢正志斎  
◇一橋慶喜◇高野長英
◇渡辺崋山◇間宮林蔵  
◆イグナチウス・ロヨ  
 ラ  
◆マゼラン  
◆中浦ジュリアン  
◆千々石ミゲル  
◆フェリペ２世  
◆高山右近◆コエリョ  
◆二宮尊徳◆ゴッホ  

◇徳川家康◇石田三成
◇豊臣秀頼◇徳川家光
◇天草四郎  
◇シャクシャイン  
◇徳川綱吉◇新井白石
◇俵屋宗達◇井原西鶴
◇松尾芭蕉  
◇近松門左衛門  
◇尾形光琳◇菱川師宣
◇林羅山◇中江藤樹  
◇荻生狙徠◇徳川光圀
◇宮崎安貞◇関孝和  
◇徳川吉宗◇田沼意次
◇松平定信  
◇ラクスマン  
◇レザノフ◇間宮林蔵
◇最上徳内◇近藤重蔵
◇高野長英◇渡辺崋山
◇大塩平八郎  
◇水野忠邦◇徳川家斉
◇十返舎一九  
◇滝沢馬琴◇小林一茶
◇与謝蕪村◇良寛  
◇鈴木春信  
◇喜多川歌麿  
◇葛飾北斎◇歌川広重
◇石田梅岩◇本居宣長
◇前野良沢◇杉田玄白
◇伊能忠敬◇平賀源内
◇コペルニクス  
◇ニュートン  
◇シーボルト  
◇安藤昌益◇緒方洪庵
◇林子平◇会沢正志斎
◇藤田東胡◇頼山陽  
◇林羅山◇木下順庵  
◇賀茂真淵◇新井白石
◇大黒屋光太夫  
◇シーボルト  
◇高野長英  
◆カルバン  
◆伊東マンショ  
◆千々石ミゲル  
◆中浦ジュリアン  
◆原マルチノ  
◆支倉常長  
◆坂田藤十郎  
◆市川団十郎  
◆上杉鷹山◆二宮尊徳
◆田中久重  
 

◇近松門左衛門  
◇尾形光琳◇菱川師宣
◇シャクシャイン  
◇徳川吉宗◇申維翰  
◇雨森芳洲◇徳川綱吉
◇上杉治憲◇細川重賢  
◇田沼意次◇杉田玄白
◇前野良沢◇クルムス
◇大槻玄沢◇平賀源内
◇伊能忠敬  
◇喜多川歌麿  
◇葛飾北斎◇歌川広重
◇十返舎一九  
◇滝沢馬琴  
◇松平定信  
◇ラクスマン  
◇最上徳内◇高野長英
◇渡辺崋山  
◇大塩平八郎  
◇水野忠邦  
◆マゼラン◆李舜臣  
◆大黒屋光太夫  
◆エカチェリーナ２世
◆ラクスマン 

近代の日本と世界  ◇クロムウェル  
◇ワシントン  
◇ニュートン◇ロック
◇モンテスキュー  
◇ルソー◇ナポレオン
◇マルクス  
◇ビスマルク  
◇リンカン◇洪秀全  
◇ペリー◇ハリス  
◇井伊直弼◇徳川家茂
◇木戸孝允◇高杉晋作
◇西郷隆盛  
◇大久保利通  
◇坂本龍馬◇徳川慶喜
◇岩倉具視◇板垣退助
◇大隈重信◇福沢諭吉
◇中江兆民◇植木枝盛
◇伊藤博文◇井上馨  
◇陸奥宗光◇孫文  
◇袁世凱◇寺内正毅  
◇フェノロサ  
◇岡倉天心◇横山大観
◇狩野芳崖◇高村光雲  

◇エリザベス 1世  
◇クロムウェル  
◇ルイ 14世  
◇ワシントン  
◇ビスマルク  
◇リンカーン◇洪秀全
◇ラクスマン  
◇大塩平八郎  
◇渡辺崋山◇高野長英
◇徳川斉昭◇水野忠邦
◇ペリー◇ハリス  
◇堀田正睦◇吉田松陰
◇井伊直弼◇木戸孝允
◇高杉晋作◇西郷隆盛
◇大久保利通  
◇坂本龍馬◇徳川家茂
◇徳川慶喜◇山内豊信
◇岩倉具視◇勝海舟  
◇榎本武揚◇明治天皇
◇福沢諭吉◇板垣退助
◇大隈重信◇伊藤博文
◇陸奥宗光  
◇小村寿太郎  

◇ナポレオン  
◇水野忠邦◇ペリー  
◇阿部正弘◇ハリス  
◇徳川慶喜  
◇徳川慶富（家茂）  
◇井伊直弼◇島津久光
◇西郷隆盛◇木戸孝允
◇坂本龍馬  
◇中岡慎太郎  
◇岩倉具視◇勝海舟  
◇伊藤博文◇明治天皇
◇福沢諭吉◇西郷隆盛  
◇大久保利通  
◇木戸孝允  
◇板垣退助◇江藤新平
◇中江兆民◇大隈重信
◇陸奥宗光  
◇小村寿太郎◇安重根
◇孫文◇袁世凱  
◇田中正造  
◇北里柴三郎  
◇野口英世◇岡倉天心  

 ◇クロムウェル  
◇ワシントン  
◇ルイ 14世◇ロック  
◇モンテスキュー  
◇ルソー◇ナポレオン
◇リンカン  
◇ビスマルク  
◇間宮林蔵◇高野長英
◇渡辺崋山  
◇大塩平八郎  
◇水野忠邦◇ペリー  
◇井伊直弼◇吉田松陰
◇徳川家茂◇木戸孝允
◇西郷隆盛  
◇大久保利通  
◇坂本龍馬◇徳川慶喜
◇岩倉具視◇福沢諭吉  
◇伊藤博文◇岩倉具視
◇板垣退助◇植木枝盛
◇中江兆民◇大隈重信
◇陸奥宗光◇内村鑑三
◇幸徳秋水  

◇クロムウェル  
◇ワット◇ワシントン
◇ナポレオン  
◇リンカーン◇洪秀全  
◇高野長英◇渡辺崋山
◇大塩平八郎  
◇水野忠邦◇ペリー  
◇ハリス◇井伊直弼  
◇吉田松陰◇木戸孝允
◇高杉晋作◇西郷隆盛
◇大久保利通  
◇坂本龍馬◇徳川慶喜
◇岩倉具視◇明治天皇
◇福沢諭吉◇中江兆民
◇板垣退助◇伊藤博文
◇大隈重信◇陸奥宗光
◇内村鑑三◇幸徳秋水
◇与謝野晶子◇安重根
◇孫文◇袁世凱  
◇堺利彦  
◇平塚らいてう  
◇坪内逍遙  
◇二葉亭四迷  

◇ナポレオン◇ペリー
◇阿部正弘◇ハリス  
◇井伊直弼◇徳川斉昭
◇橋本左内  
◇木戸孝允◇高杉晋作
◇西郷隆盛  
◇大久保利通  
◇坂本龍馬◇徳川慶喜
◇孝明天皇◇明治天皇
◇岩倉具視◇勝海舟  
◇大村益次郎  
◇松平容保◇板垣退助  
◇福沢諭吉◇陸奥宗光  
◇伊藤博文◇大隈重信  
◇井上毅◇金玉均  
◇山県有朋◇桂太郎  
◇加藤高明  
◇小村寿太郎  
◇乃木希典  
◇東郷平八郎  
◇セオドア・ローズベ

ルト  
◇孫文  

◇クロムウェル  
◇ナポレオン  
◇マルクス◇ペリー  
◇阿部正弘◇ハリス  
◇井伊直弼   
◇吉田松陰◇橋本左内
◇坂本龍馬  
◇中岡慎太郎  
◇高杉晋作  
◇徳川家茂◇孝明天皇
◇明治天皇◇徳川慶喜
◇後藤象二郎  
◇山内豊信  
◇西郷隆盛  
◇大久保利通  
◇岩倉具視◇木戸孝允  
◇榎本武揚◇板垣退助
◇福沢諭◇中村正直  
◇伊藤博文◇板垣退助
◇大隈重信◇井上毅  
◇陸奥宗光  
◇小村寿太郎◇金玉均
◇乃木希典  

◇ルイ 16世  
◇オランプ・ド・グー  

ジュ  
◇ナポレオン  
◇アークライト  
◇マルクス◇林則徐  
◇洪秀全◇孫文  
◇ペリー◇ハリス  
◇井伊直弼◇高杉晋作
◇孝明天皇◇徳川家茂  
◇西郷隆盛◇坂本龍馬
◇木戸孝允◇徳川慶喜  
◇岩倉具視◇明治天皇
◇大久保利通  
◇島津久光  
◇ビスマルク  
◇中江兆民◇板垣退助
◇和田英◇千葉卓三郎
◇渋沢権八  
◇伊藤博文◇黒田清隆
◇植木枝盛◇陸奥宗光
◇小村寿太郎  
◇外山亀太郎  
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近代の日本と世界  

 
 
 

◇滝廉太郎  
◇二葉亭四迷  
◇与謝野晶子  
◇樋口一葉◇夏目漱石
◇森鴎外◇北里柴三郎
◇野口英世◇レーニン
◇スターリン  
◇ウィルソン  
◇ガンディー◇桂太郎
◇原敬◇吉野作造  
◇美濃部達吉  
◇平塚らいてう  
◇加藤高明  
◇西田幾多郎◇柳宗悦
◇志賀直哉  
◇谷崎潤一郎  
◇芥川龍之介  
◇小林多喜二  
◇岸田劉生◇竹久夢二
◇野口雨情◇山田耕筰
◇宮城道雄  
◇フランクリン・ルー

ズベルト  
◇ムッソリーニ  
◇ヒトラー◇蒋介石  
◇張作霖◇浜口雄幸  
◇溥儀◇リットン  
◇犬養毅◇蒋介石  
◇毛沢東◇近衛文麿  
◇チャーチル  
◇東条英機  
◆ルイ 14世◆ワット  
◆ピョートル 1世  
◆ハリェット・ストウ  
◆吉田松陰◆近藤勇  
◆明治天皇◆津田梅子
◆尚泰  
◆セシル・ローズ  
◆小村寿太郎  
◆八田與一◆安重根  
◆島崎藤村◆田中正造
◆ニコライ 2世  
◆新渡戸稲造  
◆梅屋庄吉◆板谷波山
◆杉浦千畝  
◆アンネ・フランク  
◆石井十次◆留岡幸助 

◇東郷平八郎◇孫文  
◇袁世凱◇幸徳秋水  
◇田中正造◇明治天皇
◇フェノロサ  
◇岡倉天心◇横山大観
◇狩野芳崖◇高村光雲
◇黒田清輝◇滝廉太郎
◇与謝野晶子  
◇樋口一葉◇夏目漱石
◇森鴎外◇石川啄木  
◇島崎藤村◇正岡子規
◇北里柴三郎  
◇野口英世  
◇長岡半太郎  
◇レーニン  
◇ウィルソン◇孫文  
◇蒋介石◇ガンディー
◇桂太郎◇西園寺公望
◇尾崎行雄◇犬養毅  
◇吉野作造  
◇美濃部達吉  
◇寺内正毅◇原敬  
◇平塚らいてう  
◇市川房枝◇加藤高明
◇西田郁太郎  
◇柳田国男◇志賀直哉
◇谷崎潤一郎  
◇芥川龍之介  
◇小林多喜二  
◇岸田劉生◇山田耕筰
◇フランクリン＝ロー   

ズベルト  
◇ヒトラー  
◇ムッソリーニ  
◇スターリン◇張作霖
◇浜口雄幸◇溥儀  
◇犬養毅◇斎藤実  
◇高橋是清◇毛沢東  
◇近衛文麿  
◇チャーチル  
◇東条英機◇昭和天皇  
◆ロック  
◆モンテスキュー  
◆ルソー◆ナポレオン
◆ワット◆マルクス  
◆ナイティンゲール  
◆間宮林蔵  
◆後藤象二郎  
◆横井小楠◆三条実美
◆クラーク◆津田梅子
◆山川捨松◆尚泰  
◆山口尚芳◆知里幸恵
◆金田一京助  
◆セシル・ローズ  
◆寺内宗則◆井上馨  
◆青木周蔵◆山県有朋
◆ビゴー◆与謝野晶子
◆八田與一◆豊田佐吉
◆高橋是清◆安重根  
◆新島襄◆二葉亭四迷
◆岩崎弥太郎  
◆新渡戸稲造◆柳宗悦
◆石橋湛山◆松岡洋右
◆アンネ＝フランク  
◆後藤新平◆杉浦千畝  

◇フェノロサ  
◇横山大観◇高村光雲  
◇レーニン  
◇スターリン  
◇ガンジー◇吉野作造
◇原敬◇芥川竜之介  
◇ヒトラー  
◇スターリン◇蒋介石
◇東条英機  
◆エカチェリーナ２世
◆ワシントン  
◆マルクス◆リンカン
◆大塩平八郎  
◆橋本左内◆島津久光
◆高杉晋作◆新島襄  
◆津田梅子◆山川捨松
◆ベルツ◆金玉均  
◆東郷平八郎  
◆与謝野晶子  
◆夏目漱石◆森鴎外  
◆穂積陳重◆康有為  
◆魯迅◆柳宗悦  
◆小林多喜二◆溥儀  
◆ムッソリーニ  
 

 ◇東郷平八郎  
◇小村寿太郎◇孫文  
◇袁世凱◇豊田佐吉  
◇田中正造  
◇フェノロサ  
◇狩野芳崖◇岡倉天心
◇横山大観◇黒田清輝
◇高橋由一◇高村光雲
◇荻原守衛◇滝廉太郎  
◇二葉亭四迷  
◇正岡子規◇樋口一葉
◇夏目漱石◇森鴎外  
◇石川啄木◇志賀潔  
◇野口英世  
◇長岡半太郎  
◇北里柴三郎  
◇レーニン  
◇ウィルソン  
◇ガンディー◇桂太郎
◇犬養毅◇尾崎行雄  
◇吉野作造◇原敬  
◇加藤高明  
◇平塚らいてう  
◇市川房枝  
◇芥川龍之介  
◇志賀直哉  
◇谷崎潤一郎  
◇山田耕筰◇柳田国男
◇ローズベルト  
◇スターリン  
◇ムッソリーニ  
◇ヒトラー◇蒋介石  
◇溥儀◇毛沢東  
◇近衛文麿◇東条英機  
◆高杉晋作◆鍋島直正
◆河合継之助  
◆徳川斉昭◆村田清風
◆調所広郷◆勝海舟  
◆中岡慎太郎  
◆後藤象二郎  
◆小林虎三郎  
◆明治天皇◆津田梅子
◆尚泰◆クラーク  
◆黒田清隆  
◆川上音二郎  
◆八田與一  
◆与謝野晶子  
◆梅屋庄吉◆ネルー  
◆渋沢栄一◆島崎藤村
◆美濃部達吉  
◆知里幸恵◆宮沢賢治  
◆浜口雄幸◆ピカソ  
◆チャップリン  
◆杉浦千畝  
◆アンネ＝フランクリ   
 ン  
◆斎藤隆夫  

◇正岡子規◇樋口一葉
◇夏目漱石◇野口英世
◇長岡半太郎  
◇北里柴三郎  
◇レーニン  
◇ウィルソン  
◇ガンディー◇桂太郎
◇西園寺公望  
◇吉野作造  
◇美濃部達吉◇原敬  
◇加藤高明◇市川房枝
◇武者小路実篤  
◇芥川龍之介  
◇谷崎潤一郎  
◇小林多喜二  
◇吉川英治  
◇江戸川乱歩  
◇スターリン  
◇ムッソリーニ  
◇ヒトラー  
◇ルーズベルト  
◇蒋介石◇浜口雄幸  
◇溥儀◇犬養毅  
◇毛沢東◇東条英機  
◆渋沢栄一  
◆フェノロサ  
◆岡倉天心◆田中正造
◆津田梅子  
◆山本作兵衛◆柳宗悦
◆西光万吉◆辰野金吾
◆豊田佐吉◆斎藤隆夫
◆アンネ＝フランク  
◆杉浦千畝 

◇宣統帝（溥儀）  
◇袁世凱◇渋沢栄一  
◇田中正造◇片山潜  
◇幸徳秋水◇阿部磯雄  
◇野口英世  
◇北里柴三郎  
◇二葉亭四迷  
◇尾崎紅葉◇森鴎外  
◇樋口一葉◇島崎藤村
◇夏目漱石◇正岡子規  
◇与謝野晶子  
◇石川啄木  
◇フェノロサ  
◇岡倉天心◇横山大観
◇狩野芳崖◇黒田清輝
◇藤島武二◇高村光雲
◇滝廉太郎◇レーニン
◇ウィルソン  
◇ガンジー  
◇ケマル・アタチュル  
 ク  
◇吉野作造◇原敬  
◇平塚らいてう  
◇加藤高明◇柳田国男  
◇志賀直哉  
◇武者小路実篤  
◇谷崎潤一郎  
◇芥川龍之介  
◇大正天皇  
◇裕仁親王 (昭和天皇 ) 
◇フランクリン・ルー  

ズベルト  
◇犬養毅◇浜口雄幸  
◇マルクス  
◇スターリン  
◇ムッソリーニ  
◇ヒトラー◇蒋介石  
◇幣原喜重郎◇張作霖  
◇溥儀◇リットン  
◇張学良◇斎藤隆夫  
◇近衛文麿  
◇鈴木貫太郎  
◇阿南惟幾  
◆小林虎三郎  
◆伊波普猷  
◆イザベラ・バード  
◆井上馨◆川上音二郎
◆金玉均◆久松五勇士
◆秋山好古◆秋山真之  
◆ジョン・マクマリー
◆ゾルゲ◆樋口季一郎
◆杉浦千畝◆松岡洋右  
◆東条英機  
◆チャンドラ・ボース
◆ククリット・プラモ  

ード  
◆バー・モー  

◇東郷平八郎◇孫文  
◇ネルー◇安重根  
◇渋沢栄一  
◇岩崎弥太郎  
◇フェノロサ  
◇狩野芳崖◇岡倉天心
◇横山大観◇黒田清輝
◇高村光雲◇荻原守衛  
◇滝廉太郎◇坪内逍遙 
◇二葉亭四迷  
◇正岡子規◇樋口一葉  
◇与謝野晶子  
◇夏目漱石◇森鴎外  
◇野口英世  
◇長岡半太郎  
◇北里柴三郎  
◇レーニン  
◇スターリン  
◇ウィルソン  
◇ガンディー◇桂太郎
◇ネルー◇西園寺公望
◇犬養毅◇大正天皇  
◇尾崎行雄◇吉野作造
◇原敬◇加藤高明  
◇加藤友三郎  
◇幣原喜重郎  
◇後藤新平  
◇西田幾多郎  
◇柳田国男◇柳宗悦  
◇芥川龍之介  
◇志賀直哉  
◇谷崎潤一郎  
◇武者小路実篤  
◇安井曾太郎  
◇竹久夢二  
◇フランクリン・ルー  

ズベルト  
◇ムッソリーニ  
◇ヒトラー◇浜口雄幸  
◇蒋介石◇溥儀  
◇斎藤隆夫◇近衛文麿  
◇鈴木貫太郎  
◆ワシントン◆ハリス  
◆勝海舟◆大村益次郎
◆シュリーマン  
◆モース  
◆イザベル・バード  
◆ベルツ◆ベルツ  
◆リンカーン  
◆黒田清隆◆五代友厚
◆三島通庸◆豊田左吉
◆金子堅太郎  
◆高橋是清◆クラーク
◆ナウマン◆パーマー
◆新渡戸稲造  
◆中江兆民◆前島密  
◆アンネ・フランク  
◆杉浦千畝  
◆樋口季一郎  
◆トインビー  
◆チャンドラ・ボース
◆島田叡◆大田実  
◆大佛次郎◆藤原てい
◆徳富蘇峰  
◆ムスタファ・ケル  
◆スカルノ       
 

◇野口英世  
◇長岡半太郎  
◇北里柴三郎  
◇フェノロサ  
◇岡倉天心◇横山大観
◇夏目漱石◇袁世凱  
◇レーニン  
◇ウィルソン◇柳寛順
◇マリー・キュリー  
◇スルタンガリエフ  
◇寺内正毅  
◇平塚らいてう  
◇市川房枝  
◇桂太郎◇原敬  
◇吉野作造  
◇チャップリン  
◇犬養毅◇ヒトラー  
◇蒋介石◇張作霖  
◇溥儀◇岡田啓介  
◇高橋是清  
◇小林多喜二  
◇毛沢東  
◇アンネ・フランク  
◇オードリー・ヘプバ  

ーン  
◇加藤義典  
◇佐々木禎子  
◇昭和天皇  
◆エンゲルス  
◆福沢諭吉◆大隈重信
◆与謝野晶子  
◆スターリン  
◆ガンジー◆山本宣治
◆ムッソリーニ  
◆ピカソ 

 

 

 



教科・種目名  社会（歴史的分野） 調査研究事項 

調査項目  ２  東書  17 教出  35 清水   46 帝国  116 日文  225 自由社  227 育鵬社  229 学び舎  
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て
い
る
歴
史
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の
人
物 

 

◇
は
本
文
中
に
掲
載 

◆
は
本
文
以
外
に
掲
載 

 

現代の日本と世界  

 

 

 

◇マッカーサー  
◇吉田茂◇岸信介  
◇鳩山一郎◇田中角栄
◇佐藤栄作◇黒澤明  
◇長嶋茂雄◇王貞治  
◇大鵬◇松本清張  
◇司馬遼太郎  
◇川端康成  
◇大江健三郎  
◇細川護煕  
◆ネルー◆ケネディ  
◆フルシチョフ  
◆手塚治◆宮崎駿  
◆ゴルバチョフ  
◆鄧小平◆ブッシュ  
◆細川護煕  

◇マッカーサー  
◇黒澤明◇湯川秀樹  
◇吉田茂◇岸信介  
◇田中角栄◇佐藤栄作  
◇池田勇人  
◆ネルー  
◆アイゼンハワー  
◆周恩来◆ブッシュ  
◆ゴルバチョフ  
◆小泉純一郎◆金正日
◆プーチン◆安倍晋三
◆嘉納治五郎  

◇マッカーサー  
◇毛沢東◇佐藤栄作  
◇田中角栄  
◇ゴルバチョフ  
◇ブッシュ◇鄧小平  

 ◇マッカーサー  
◇吉田茂◇鳩山一郎  
◇岸信介◇田中角栄  
◇佐藤栄作◇池田勇人
◇力道山◇黒澤明  
◇長嶋茂雄◇王貞治  
◇若乃花◇大鵬  
◇松本清張  
◇司馬遼太郎  
◇川端康成  
◇大江健三郎  
◇手塚治虫  
◇ゴルバチョフ  
◇昭和天皇◇細川護煕
◇村山富市  
◇小泉純一郎  
◆美空ひばり 

◇マッカーサー  
◇周恩来◇ネルー  
◇吉田茂  
◇鳩山一郎  
◇池田勇人  
◇岸信介  
◇佐藤栄作◇田中角栄
◇細川護煕 

◇マッカーサー  
◇毛沢東  
◇フルシチョフ  
◇岸信介◇池田勇人  
◇佐藤栄作◇田中角栄
◇明仁親王 (平成天皇） 
◇川端康成  
◇三島由紀夫  
◇石原慎太郎  
◇湯川秀樹  
◇美空ひばり  
◇松本清張  
◇司馬遼太郎  
◇小津安二郎◇黒澤明  
◇手塚治虫◇宮崎駿  
◇レーガン  
◇ゴルバチョフ  
◆パル◆八田與一 

◇マッカーサー  
◇毛沢東◇吉田茂  
◇岸信介◇池田勇人  
◇ニクソン  
◇ゴルバチョフ  
◇昭和天皇◇明仁親王
◇黒澤明◇湯川秀樹  
◇太宰治◇三島由紀夫
◇小林秀雄  
◇大江健三郎  
◇石原慎太郎  
◇棟方志功◇藤原嗣治
◇古橋広之進◇王貞治
◇長嶋茂雄◇大鵬  
◇力道山◇美空ひばり
◇石原裕次郎  
◇手塚治虫◇フセイン
◇オバマ  
◆島安次郎◆島秀雄  
◆島隆  
◆ラダ・ビノード・パ  

ール 

◇山口シヅエ  
◇マッカーサー  
◇鈴木安蔵◇大田昌秀
◇呂運亨◇吉田茂  
◇岸信介◇池田勇人  
◇佐藤栄作◇田中角栄
◇周恩来  
 
 

人物合計  

 
 

【古代】◇ 33人◆ 2人  
【中世】◇ 37人◆ 2人  
【近世】◇ 58人◆ 4人  
【近代】◇ 81人◆ 23人  
【現代】◇ 15人◆ 9人  
【合計】  
◇ 224人◆ 40人  
 

【古代】◇ 28人◆ 7人  
【中世】◇ 36人◆ 8人  
【近世】◇ 58人◆ 15人  
【近代】◇ 98人◆ 39人  
【現代】◇ 8人◆ 10人  
【合計】  
◇ 228人◆ 79人 

【古代】◇ 31人◆ 2人  
【中世】◇ 37人◆ 2人  
【近世】◇ 57人◆ 9人  
【近代】◇ 47人◆ 24人  
【現代】◇  7人◆ 0人  
【合計】            
◇ 179人◆ 37人 

 【古代】◇ 29人◆ 3人  
【中世】◇ 39人◆ 4人  
【近世】◇ 43人◆ 4人  
【近代】◇ 84人◆ 31人  
【現代】◇ 23人◆ 1人  
【合計】  
◇ 218人◆ 43人 

【古代】◇ 29人◆ 5人  
【中世】◇ 33人◆ 9人  
【近世】◇ 43人◆ 8人  
【近代】◇ 70人◆ 13人  
【現代】◇ 10人◆ 0人  
【合計】  
◇ 185人◆ 35人 

【古代】◇ 58人◆ 1人  
【中世】◇ 43人◆ 0人  
【近世】◇ 84人◆ 9人  
【近代】◇ 92人◆ 18人  
【現代】◇ 21人◆ 2人  
【合計】  
◇ 298人◆ 30人  

【古代】◇ 38人◆ 3人  
【中世】◇ 41人◆ 2人  
【近世】◇ 81人◆ 11人  
【近代】◇ 92人◆ 34人  
【現代】◇ 28人◆ 4人  
【合計】  
◇ 280人◆ 54人  

【古代】◇ 18人◆ 7人  
【中世】◇ 39人◆ 3人  
【近世】◇ 45人◆ 5人  
【近代】◇ 68人◆ 9人  
【現代】◇ 11人◆ 0人  
【合計】  
◇ 181人◆ 24人  

受け継がれてきた伝統や文化への関心

を高めるための「身近な地域の歴史」

の調査事例 

「私たち歴史探検隊」  
◇古代の玄関口・福岡  

大陸との交流を探る  
（ P54～ 57）  

◇戦国時代の城下町・
一乗谷  
朝倉氏のまちづくり
（ P88～ 91）  

◇浮世絵にえがかれた
風景から  
浮世絵を探る（ P134
～ 135）  

◇町の中に残る歴史・
神戸  
開港後の生活の変化
を探る（P186～189） 

◇原爆ドームの保存と
平和への願い  
原爆ドームの歴史  
広島県広島市  
（ P230～ 233）  

◇町の歴史から将来を
考える  
福島県いわき市  
（ P264～ 267）  

 
 
 

「 郷 土 の 歴 史 を 探 ろ
う」  
◇地域の遺跡や古墳を

尋ねて（ P30～ 31）  
◇地域の寺社や墓碑を

訪ねて（ P66～ 67）  
◇地域の街道や港を訪

ねて（ P116～ 117）  
◇大正・昭和初期の面

影を訪ねて  
（ P210～ 211）  

◇移り変わる戦後の町
を訪ねて  
（ P252～ 253） 

 

「歴史のとびら⑤」  
◇身近な地域を調べよ

う（ P138～ 143）  
 

 「歴史を探ろう」  
◇古墳からわかる当時

のようす  
（ P28～ 29）  

◇東アジアに開かれた
窓口博多  
（ P64～ 65）  

◇琉球とアイヌの人々
の暮らし  
（ P112～ 113）  

◇昆布ロードと北前船
（ P122～ 123）  

◇世界有数の百万都市
江戸（ P134～ 135）  

◇世界に開かれた港横
浜（ P164～ 165）  

◇移住と開拓が進む北
海道（ P170～ 171）  

◇ 発 展 す る 産 業 都 市  
大阪・神戸  
（ P212～ 213）  

◇長野県からみる「満
州」移民  
（ P222～ 223）  

◇戦場となった沖縄  
（ P230～ 231）  

◇日本の領土と近隣諸
国（ P246～ 247）  

 

「でかけよう！地域調
べ」  
◇ 史 跡 見 学 に 行 こ う  

平城京跡を歩く－奈
良県奈良市－  
（ P54～ 55）  

◇歴史博物館に行こう  
草戸千軒町遺跡を調
べる－広島県福山市
－（ P92～ 93）  

◇ 城 下 町 を 訪 ね よ う  
城下町姫路を調べる
－兵庫県姫路市－  
（ P114～ 115）  

◇近代化遺産を訪ねよ
う   
富岡製糸場を調べる
－群馬県富岡市－（
P180～ 181）  

◇戦争遺跡を訪ねよう  
大阪の空襲を調べる
－大阪府大阪市－  
（ P240～ 241）  

◇地域の環境の歴史を
調べよう  

 公害克服の歴史を調
べる（ P276～ 277） 

「歴史のとらえ方」  
◇地域の歴史を調べる  

－東京都渋谷区－  
(P20～ 24) 

 

「地域調査に出かけて
みよう！」（ P12）  
「課題学習」  
◇縄文時代探検！－博

物館で調べてみよう  
 （ P22～ 23）  
◇奈良・京都の文化遺

産を調べよう  
（ P60～ 61）  

◇城を探検してみよう  
 （ P115）  
◇歴史新聞をつくろう

（ P276～ 277）  
 
「歴史ズームイン」  
◇戦国大名の富国策  

－信玄堤（ P90）  
◇幻の町・草戸千軒  
 （ P91） 

「歴史への案内」  
◇地域の博物館で調べ

る（ P140～ 141）  
◇地域の歴史を歩く  

（東京都小平市）  
（ P140～ 141） 
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等
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古代までの日本  

 
 
 
 
 

◇猿人◇打製石器  
◇原人  
◇新人 (ホモ・サピエン  

ス ) 
◇旧石器時代◇土器  
◇磨製石器  
◇新石器時代  
◇農耕や牧畜◇青銅器  
◇鉄器◇エジプト文明  
◇メソポタミヤ文明  
◇インダス文明  
◇中国文明◇太陽暦  
◇象形文字◇楔形文字  
◇殷◇甲骨文字◇孔子  
◇儒学 (儒教 )◇秦  
◇始皇帝◇漢  
◇シルクロード (絹の  

道 ) 
◇高句麗◇アテネ  
◇ポリス  
◇ギリシャ文明  
◇アレクサンドロス大  
 王  
◇ヘレニズム  
◇シャカ (釈迦 ) 
◇仏教◇イエス  
◇キリスト教  
◇ムハンマド  
◇イスラム教◇百済  
◇新羅  
◇伽耶地域（任那）  
◇随◇唐◇律令◇宋  

◇猿人◇打製石器  
◇原人◇新人  
◇旧石器時代  
◇磨製石器  
◇新石器時代◇文明  
◇太陽暦◇象形文字  
◇楔形文字◇太陰暦  
◇青銅器◇殷  
◇甲骨文字◇孔子  
◇儒教◇シャカ  
◇仏教◇秦の始皇帝  
◇漢◇シルクロード  
◇高句麗◇百済◇新羅
◇イエス◇キリスト教
◇随◇律令◇唐  
◇ムハンマド  
◇イスラム教  

◇化石◇遺物◇猿人  
◇原人◇進化  
◇氷河期◇打製石器  
◇旧人◇新人  
◇旧石器時代◇農耕  
◇磨製石器◇土器  
◇新石器時代◇国  
◇青銅器◇文字  
◇暦◇文明  
◇くさび形文字  
◇象形文字  
◇インダス文明  
◇シャカ◇仏教  
◇都市国家◇哲学  
◇デモクラチア  
◇ローマ文明  
◇ローマ帝国  
◇イエス  
◇キリスト教  
◇青銅器◇甲骨文字  
◇漢字◇周  
◇鉄製農具◇孔子  
◇儒学◇秦◇始皇帝  
◇万里の長城  
◇朝貢◇百済・新羅  
◇唐◇イスラーム  
◇ムハンマド  
◇イスラーム帝国  

 ◇道具◇猿人◇言葉  
◇打製石器  
◇旧石器時代◇新人  
◇磨製石器◇土器  
◇新石器時代◇王  
◇都市◇文字  
◇メソポタミア文明  
◇青銅器  
◇エジプト文明  
◇インダス文明  
◇中国文明◇殷  
◇甲骨文字◇孔子  
◇鉄製の農具  
◇秦の始皇帝◇漢  
◇儒教◇シルクロード
◇シャカ◇仏教  
◇ポリス◇民主政治  
◇ローマ帝国◇イエス
◇キリスト教  
◇ムハンマド  
◇イスラム教◇高句麗
◇百済◇新羅◇隋◇唐
◇律令◇宋◇高麗  

◇直立二足歩行◇猿人
◇打製石器◇原人  
◇新人◇旧石器時代  
◇農耕◇牧畜  
◇磨製石器  
◇新石器時代  
◇原始時代◇都市  
◇文字◇青銅器◇国家
◇メソポタミア文明  
◇エジプト文明  
◇インダス文明◇鉄器
◇殷◇甲骨文字◇古代  
◇秦◇始皇帝◇漢  
◇シルクロード  
◇シャカ◇仏教  
◇イエス◇キリスト教
◇隋◇律令◇唐◇長安 

◇猿人◇石器◇原人  
◇新人◇氷河時代  
◇旧石器時代  
◇磨製石器  
◇新石器時代◇文明  
◇国家◇儒教◇秦◇漢
◇シルクロード  
◇多神教◇一神教  
◇イエス◇キリスト教
◇仏教◇釈迦  
◇ムハンマド  
◇イスラム教  
 
 

◇猿人◇打製石器  
◇原人◇新人  
◇旧石器時代◇農耕  
◇牧畜◇磨製石器  
◇新石器時代◇国家  
◇青銅器◇鉄器  
◇金属器◇文字  
◇文明◇エジプト文明
◇メソポタミヤ文明  
◇インダス文明◇儒教
◇仏教◇多神教  
◇一神教◇シャカ  
◇イエス◇キリスト教
◇聖書◇ムハンマド  
◇イスラム教◇唐  
 
 

◇エジプトの文明  
◇インドの文明  
◇中国の文明  
◇ローマの文明  
◇キリスト教の成立  
◇仏教の成立  
◇イスラム教の成立  
◇インド洋へ地中海へ  
 
※本文中に太字（ゴシ
ック体）での記載が無
いため、単元の標題と
なっている語句を記載  

中世の日本  

 

 

 

◇モンゴル帝国  
◇フビライ・ハン  
◇明◇朝鮮国  

◇宋◇朱子学◇元  
◇高麗◇明◇朝鮮  

◇高麗◇宋◇朱子学  
◇チンギス＝ハン  
◇モンゴル帝国  
◇フビライ◇元  
◇東方見聞録◇明  
◇朝鮮王国  

 ◇チンギス・ハン  
◇モンゴル帝国  
◇フビライ・ハン◇元
◇明◇朝鮮  

◇モンゴル帝国  
◇フビライ・ハン  
◇元◇明◇朝鮮国  

◇チンギス・ハン  
◇モンゴル帝国  
◇フビライ・ハン◇元
◇朝鮮  

◇モンゴル帝国  
◇フビライ・ハン◇元
◇明◇朝鮮国  

◇モンゴル帝国  
 
※本文中に太字（ゴシ
ック体）での記載が無
いため、単元の標題と
なっている語句を記載 

近世の日本  

 

 

 

 

 

◇カトリック教会  
◇正教会  
◇ローマ教皇（法王）
◇十字軍  
◇ルネサンス  
◇宗教改革  
◇プロテスタント  
◇イエズス会  
◇大航海時代  
◇コロンブス◇植民地
◇マゼラン◇清  

◇ローマ教皇  
◇カトリック教会  
◇コーラン◇十字軍  
◇ルネサンス  
◇レオナルド・ダ・ビ

ンチ  
◇宗教改革  
◇プロテスタント  
◇コロンブス  
◇バスコ・ダ・ガマ  
◇マゼラン◇植民地  
◇イエズス会◇清  

◇ローマ教会  
◇ルネサンス  
◇ルター◇宗教改革  
◇イエズス会  
◇ポルトガル  
◇スペイン  
◇バスコ＝ダ＝ガマ  
◇コロンブス  
◇マゼラン◇明◇清  

◇ローマ教皇◇十字軍
◇ルネサンス  
◇宗教改革  
◇イエズス会◇香辛料
◇コロンブス  
◇バスコ・ダ・ガマ  
◇清  

◇ムハンマ◇十字軍  
◇ルネサンス◇ルター
◇宗教改革  
◇イエズス会  
◇ポルトガル  
◇スペイン◇香辛料  
◇絹織物  
◇バスコ・ダ・ガマ  
◇植民地◇コロンブス
◇プランテーション  
◇黒人奴隷◇マゼラン  

◇宗教改革  
◇コロンブス  
◇大航海時代  
◇トルデシリャス条約  
 
 
 

◇大航海時代◇植民地
◇宗教改革  

◇スペインの中南米征
服  

◇ポルトガルの進出  
◇朝鮮・琉球との外交  
◇ロシアの進出  
 
※本文中に太字（ゴシ
ック体）での記載が無
いため、単元の標題と
なっている語句を記載  

近代の日本と世界  

 
 

◇ピューリタン革命  
◇名誉革命◇独立宣言
◇ロック  
◇モンテスキュー  
◇ルソー◇絶対王政  
◇フランス革命  
◇ナポレオン  
◇産業革命◇資本主義  
◇社会主義  
◇ビスマルク  
◇南下政策◇南北戦争
◇リンカーン  
◇三角貿易  
◇アヘン戦争  
◇南京条約  
◇太平天国の乱  
◇インドの大反乱  
◇帝国主義  
◇甲午農民戦争  
◇義和団事件  
◇三民主義◇孫文  
◇中華民国◇辛亥革命  
◇三国協商◇三国同盟  
◇ヨーロッパの火薬庫  

◇絶対王政  
◇ピューリタン革命  
◇名誉革命◇独立宣言
◇アメリカ合衆国  
◇フランス革命  
◇人権宣言◇産業革命
◇資本主義◇社会主義
◇リンカーン  
◇南北戦争◇近代化  
◇列強◇インド大反乱
◇アヘン戦争  
◇南京条約◇太平天国
◇帝国主義  
◇甲午農民戦争  
◇義和団事件  
◇孫文◇中華民国  
◇辛亥革命◇三国協商
◇三国同盟  
◇第一次世界大戦  
◇総力戦◇ロシア革命
◇民族自決  
◇ソビエト社会主義共

和国連邦  
◇ベルサイユ条約  

◇大西洋貿易  
◇プランテーション  
◇奴隷貿易  
◇三角貿易  
◇ロシア帝国  
◇オスマン帝国  
◇独立宣言  
◇アメリカ合衆国  
◇アメリカ合衆国憲法  
◇フランス革命  
◇ナポレオン  
◇国民意識◇産業革命  
◇資本主義  
◇社会主義  
◇労働運動◇ドイツ  
◇大英帝国◇ロンドン  
◇南北戦争◇帝国主義  
◇インド大反乱  
◇アヘン戦争  
◇甲午農民戦争  
◇義和団事件◇孫文  
◇中華民国◇辛亥革命
◇軍閥◇三国協商  
◇三国同盟  

 ◇市民社会◇近代化  
◇議会◇共和制  
◇ピューリタン革命  
◇名誉革命  
◇権利の章典  
◇立憲君主制  
◇アメリカ独立戦争  
◇独立宣言  
◇基本的人権  
◇フランス革命  
◇人権宣言  
◇ナポレオン  
◇産業革命◇資本主義
◇社会主義◇近代国家
◇南北戦争◇リンカン
◇植民地  
◇インド大反乱  
◇アヘン戦争  
◇南京条約◇列強  
◇帝国主義  
◇甲午農民戦争  
◇義和団事件◇孫文  
◇三民主義◇中華民国
◇辛亥革命◇三国協商  

◇名誉革命  
◇権利の章典  
◇議会政治◇産業革命
◇独立宣言  
◇アメリカ合衆国  
◇フランス革命  
◇人権宣言◇市民革命
◇ナポレオン  
◇資本主義◇労働組合
◇労働運動◇社会主義
◇南北戦争  
◇リンカーン  
◇奴隷解放宣言  
◇インド大反乱◇清  
◇アヘン戦争  
◇南京条約◇太平天国
◇帝国主義  
◇義和団事件◇孫文  
◇三民主義◇中華民国
◇辛亥革命◇三国協商
◇三国同盟  
◇ヨーロッパの火薬庫
◇第一次世界大戦  
◇総力戦◇レーニン  

◇名誉革命  
◇独立戦争◇独立宣言
◇フランス革命  
◇人権宣言◇市民革命
◇産業革命  
◇アヘン戦争  
◇南京条約  
◇義和団事件  
◇中華民国◇辛亥革命
◇袁世凱  
◇三国協商◇三国同盟
◇第一次世界大戦  
◇ロシア革命  
◇レーニン  
◇共産党の一党独裁  
◇ソビエト社会主義共

和国連邦  
◇総力戦  
◇ベルサイユ条約  
◇国際連盟◇ガンジー  
◇三・一独立運動  
◇五・四運動  
◇ワシントン会議  
◇世界恐慌  

◇独立宣言  
◇フランス革命  
◇人権宣言◇市民革命
◇産業革命◇資本主義
◇社会主義  
◇インド大反乱  
◇アヘン戦争  
◇南京条約  
◇太平天国の乱  
◇義和団事件  
◇黃禍論◇三民主義  
◇辛亥革命◇中華民国
◇三国同盟◇三国協商
◇第一次世界大戦  
◇ロシア革命  
◇共産主義  
◇ベルサイユ条約  
◇国際連盟◇民族自決
◇五・四運動  
◇三・一独立運動  
◇ワシントン会議  
◇世界恐慌  
◇ブロック経済  
◇ニューディール政策  

◇合衆国の成立  
◇フランス革命  
◇産業革命  
◇国民国家の成立  
◇アヘン戦争  
◇インド大反乱  
◇太平天国  
◇帝国主義  
◇第一次世界大戦  
◇ロシア革命  
◇三・一独立運動  
◇世界恐慌  
◇ナチ党のドイツ  
◇ヒトラー  
◇第二次世界大戦  
◇ヨーロッパの戦争  
 
※本文中に太字（ゴシ
ック体）での記載が無
いため、単元の標題と
なっている語句を記載  
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近代の日本と世界  

 
 
 
 
 
 

◇第一次世界大戦  
◇総力戦◇ロシア革命  
◇ソビエト社会主義共  
  和国連邦  
◇共産主義  
◇五カ年計画       
◇ベルサイユ条約  
◇民族自決◇国際連盟
◇ワシントン会議  
◇ワイマール憲法  
◇五・四運動  
◇三・一独立運動  
◇ガンディー  
◇世界恐慌  
◇ニューディール  
◇ブロック経済  
◇ファシズム  
◇ムッソリーニ  
◇ヒトラー◇ナチス  
◇蒋介石◇毛沢東  
◇独ソ不可侵条約  
◇第二次世界大戦  
◇レジスタンス 

◇国際連盟  
◇ワシントン会議  
◇ワイマール憲法  
◇五・四運動  
◇三・一独立運動  
◇蒋介石◇ガンディー  
◇世界恐慌  
◇ニューディール  
◇ブロック経済  
◇ファシズム  
◇毛沢東  
◇第二次世界大戦  
◇レジスタンス  
◇大西洋憲章  

◇第一次世界大戦  
◇総力戦  
◇ 14か条の平和原則  
◇ロシア革命  
◇レーニン  
◇ソビエト政府  
◇ソビエト社会主義共  

和国連邦  
◇スターリン  
◇スターリン体制  
◇ベルサイユ条約  
◇民族自決の原則  
◇ベルサイユ体制  
◇国際連盟  
◇ワシントン会議  
◇ワシントン体制  
◇パリ不戦条約  
◇ロンドン海軍軍縮会  
 議  
◇ガンジー  
◇三・一独立運動  
◇五・四運動  
◇ファシズム  
◇ファシスト党  
◇ナチス◇世界恐慌  
◇ヒトラー◇蒋介石  
◇国民政府◇人民戦線  
◇独ソ不可侵条約  
◇第二次世界大戦  
◇レジスタンス  
 

 ◇三国同盟  
◇ヨーロッパの火薬庫
◇第一次世界大戦  
◇総力戦◇ロシア革命
◇民族自決  
◇ソビエト社会主義共  

和国連邦  
◇ベルサイユ条約  
◇国際連盟  
◇三・一独立運動  
◇五・四運動  
◇ガンディー  
◇ワシントン会議  
◇世界恐慌  
◇ニューディール政策  
◇ブロック経済  
◇五か年計画  
◇ヒトラー  
◇ファシズム◇蒋介石  
◇毛沢東  
◇独ソ不可侵条約  
◇第二次世界大戦  

◇ロシア革命  
◇ソビエト社会主義共  

和国  
◇ベルサイユ条約  
◇国際連盟◇民族自決  
◇ガンディー  
◇三・一独立運動  
◇五・四運動  
◇ワシントン会議  
◇世界恐慌◇ヒトラー  
◇ファシズム  
◇ニューディール政策  
◇ブロック経済政策  
◇蒋介石◇毛沢東  
◇独ソ不可侵条約  
◇第二次世界大戦  

◇ニューディール政策  
◇ブロック経済  
◇ロンドン軍縮会議  
◇共産主義◇全体主義  
◇ファシズム  
◇スターリン  
◇ヒトラー◇ナチス党
◇蒋介石◇西安事件  
◇第二次世界大戦  
◇南部仏印進駐  
◇大西洋憲章  
◇ハルノート  

◇全体主義  
◇ファシスト党  
◇ナチス  
◇ロンドン軍縮会議  
◇第二次世界大戦  

 

現代の日本と世界  
 
 
 
 
 
 

◇国際連合  
◇冷たい戦争  
◇中華人民共和国  
◇南北問題  
◇アジア・アフリカ会  
 議  
◇ベトナム戦争  
◇石油危機  
◇冷戦の終結  
◇主要国首脳会議  
◇ヨーロッパ連合  
◇アジア太平洋経済協  

力会議  
◇地域紛争  
◇平和維持活動  
◇グローバル化  
◇地球温暖化  
◇持続可能な社会  

◇国際連合  
◇冷たい戦争  
◇中華人民共和国  
◇大韓民国  
◇朝鮮民主主義人民共  

和国  
◇アジア・アフリカ会  
 議  
◇朝鮮戦争  
◇ベトナム戦争  
◇ヨーロッパ共同体  
◇石油危機  
◇ロシア連邦  
◇ヨーロッパ連合  
◇湾岸戦争  
◇イラク戦争  
◇国連平和維持活動  
◇グローバル化  
◇情報化  

◇国際連合  
◇安全保障理事会  
◇常任理事国  
◇インドシナ戦争  
◇中華人民共和国  
◇大韓民国  
◇朝鮮民主主義人民共  

和国  
◇北大西洋条約機構  
◇ワルシャワ条約機構  
◇二つの世界  
◇冷たい戦争  
◇朝鮮戦争  
◇ベルリンの壁  
◇キューバ危機  
◇ベトナム戦争  
◇アジア・アフリカ会  
 議  
◇第三世界  
◇文化大革命  
◇中東戦争  
◇石油危機  
◇主要先進国首脳会議  
◇ゴルバチョフ  
◇ペレストロイカ  
◇グラスノスチ  
◇冷戦終結  
◇東欧革命  
◇四つの現代化  
◇天安門事件  
◇インターネット  
◇グローバル化  
◇ヨーロッパ連合  
◇ＡＰＥＣ  
◇地域紛争◇テロ  
◇湾岸戦争  
◇６か国協議  
◇イラク戦争  
 

 ◇国際連合  
◇冷たい戦争  
◇中華人民共和国  
◇大韓民国  
◇朝鮮民主主義人民共  

和国  
◇朝鮮戦争  
◇アジア・アフリカ会  
 議  
◇ベトナム戦争  
◇石油危機  
◇先進国首脳会議  
◇マルタ会談  
◇冷戦の終結  
◇グローバル化  
◇地球温暖化  
◇政府開発援助  
◇非政府組織  

◇国際連合  
◇北大西洋条約機構  
◇ワルシャワ条約機構
◇冷たい戦争◇毛沢東
◇中華人民共和国  
◇大韓民国  
◇朝鮮民主主義人民共  

和国◇朝鮮戦争  
◇アジア・アフリカ会  
 議  
◇ヨーロッパ共同体  
◇ベルリンの壁  
◇ニーズ◇アセアン  
◇ヨーロッパ連合  
◇主要先進国首脳会議  
◇石油危機  
◇平和維持活動  
◇グローバル化  

◇マッカーサー  
◇国際連合◇毛沢東  
◇中華人民共和国  
◇大韓民国◇朝鮮戦争  
◇ベルリンの壁  
◇ベトナム戦争  
◇湾岸戦争  
◇ニーズ◇アセアン  
◇ヨーロッパ連合  
◇主要先進国首脳会議
◇石油危機  
◇平和維持活動  
◇グローバル化 

◇国際連合  
◇冷たい戦争  
◇中華人民共和国  
◇朝鮮戦争  
◇アジア・アフリカ会  
 議  
◇ベトナム戦争  
◇湾岸戦争  
◇平和維持活動  
◇主要国首脳会議  
◇ヨーロッパ連合  
◇グローバル化  
◇地球温暖化  

◇朝鮮戦争◇冷戦  
◇中東戦争  
◇冷戦の終結と新たな  
 戦争  
◇持続可能な未来  
◇グローバル化  
 
※本文中に太字（ゴシ
ック体）での記載が無
いため、単元の標題と
なっている語句を記載  

 

 



教科・種目名  社会（歴史的分野） 調査研究事項 

調査項目  ２  東書  17 教出  35 清水   46 帝国  116 日文  225 自由社  227 育鵬社  229 学び舎  

近
代
以
降
の
「
日
本
の
領
域
」
の
取
扱
い 

領域を示した地図、図表、  
写真等の内容  
 
 
 

◇樺太・千島交換条約
(P168) 

◇歴史にアクセス  
(P252) 

 

◇日本の外交と領土の
歩み (P165) 

◇現在に残された課題  
（ P257）  

◇明治時代の日本と領
土の確定（ P178）  

 ◇明治初期の日本の国
境と外交（ P167）  

◇軍人と民間人の引き
上げ数（ P239）  

◇日本の戦後国境  
（ P245）  

◇歴史を探ろう  
日本の領土と近隣諸  
国（ P246）  

◇明治初期の外交と国  
境の画定（ P176）  

◇占領地の日本復帰と  
近隣諸国との関係  
（ P265）  

◇近隣諸国との国境画  
定（ P172）  

◇樺太・千島交換条約  
（ P172）  

◇樺太・千島をめぐる  
国境の画定（ P172）  

◇近隣諸国と国境画定  
（ P173）  

◇戦争の終結（ P241）  

◇日本の領土画定と外  
交（ P189）  

「北方領土」に関する記載  
のある単元  
 
 
 

◇国境と領土の確定  
（ P168）  

◇占領下の日本  
（ P242）  

◇緊張緩和と日本外交
（ p250）  

◇歴史にアクセス  
  「 日 本 の 領 土 を め

ぐ る 問 題 と そ の 歴
史」（ P253） 

◇智識を世界に求めて
（ p165）  

◇独立から復興へ  
（ P244）  

◇世界から歴史を探ろ
う③  隣国と向き合
うために（ P257）   

 

◇領土の確定と北海道・ 
沖縄（ P178）  

◇国際社会への復帰  
（ P255） 

◇新たな外交と国境の
画定（ P167）  

◇日本の独立と世界の
動き（ P244）  

◇歴史を探ろう  
日本の領土と近隣諸  
国（ P246）  

◇領土の画定と隣接地  
形（ P176）  

◇国際社会への復帰  
（ P259）  

 

◇近隣諸国との国境画  
定（ P172）  

◇独立の回復と米ソ冷  
戦（ P258）  

◇歴史ビュー  
わが国固有の領土で  
ある国境の島々  
（ P173）  

◇日本の現状とこれか  
ら（ P273）  

◇インドも中国も来な  
かった－日本の独立－
（ P267）  

「竹島」に関する記載のあ  
る単元  
 
 
 

◇国境と領土の確定  
（ P168）  

◇緊張緩和と日本外交
（ p251）  

◇歴史にアクセス  
「 日 本 の 領 土 を め
ぐ る 問 題 と そ の 歴
史」（ P252） 

◇智識を世界に求めて  
（ p165）  

◇世界から歴史を探ろ
う③  隣国と向き合
うために（ P257） 

◇領土の確定と北海道・ 
沖縄（ P178）  

 

◇新たな外交と国境の  
画定（ P167）  

◇歴史を探ろう  
日本の領土と近隣諸  
国（ P247）  

◇領土の画定と隣接地  
形（ P176）  

◇日本をとりまく国際  
関係（ P265）  

◇ 21世紀の日本の進路  
（ P272）  

◇歴史ビュー  
わが国固有の領土で  
ある国境の島々  
（ P173）  

◇日本の現状とこれか  
ら（ P273）  

◇戦場は中国だった－  
日露戦争－（ P199）  

「尖閣諸島」に関する記載  
のある単元  
 
 
 

◇国境と領土の確定  
（ P168）  

◇歴史にアクセス  
「 日 本 の 領 土 を め
ぐ る 問 題 と そ の 歴
史」（ P253）  

◇智識を世界に求めて  
（ p165）  

◇世界から歴史を探ろ
う③  隣国と向き合
うために (P257) 

 

◇領土の確定と北海道・ 
沖縄（ P178）  

◇新たな外交と国境の  
画定 (P168) 

◇歴史を探ろう  
日本の領土と近隣諸  
国 (P247) 

 

◇領土の画定と隣接地  
形 (P176) 

◇日本をとりまく国際
関係 (P265) 

 

◇ 21世紀の日本の進路  
(P272) 

 

◇歴史ビュー  
わが国固有の領土で  
ある国境の島々  
(P173) 

◇日本の現状とこれか  
ら (P273) 

◇日本と清が、朝鮮で  
－日清戦争－  
（ P195）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



教科・種目名  社会（歴史的分野） 調査研究事項 

別表２        

各
時
代
の
学
習
を
動
機
付
け
る
た
め
の
工
夫 

古代までの日本  

 

 

 

 

◇「平城宮跡の大極殿」
の写真と小学校での
既習事項をまとめた
年表を載せている。  

 （ 1ページ）  
◇「古代までの日本」

の主な出来事が分か
るように、資料や吹
き出し付の人物を年
代順に並べ、その時
代の特色を整理して
いる。  
（ 2ページ）  

◇「吉野ヶ里遺跡、主
祭殿の建物の内部」
の写真とその時代の
日本・中国・朝鮮の
細かい時代区分を示
した年表を載せてい
る。（ 1ページ）  

 

◇「東大寺大仏」「法
隆寺」「森将軍塚古
墳」の写真、「藤原
道長」の絵を載せ、
時 代 の 特 色 に つ い
て、問題提起してい
る。  
（ 1ページ）  

 ◇「タイムトラベル①  
②」で、縄文時代と
弥生時代の集落の様
子を描いたイラスト
を載せ、時代の特色
を示している。  

 （ 2ページ）  
◇「タイムトラベル③」 
で、奈良時代の東海
地方の建物建設の様
子を描いたイラスト
を載せ、時代の特色
を示している。  
（ 2ページ）  

◇「現在のアフリカの
類人猿」の写真と「
200万年前の猿人」の
想像図を載せ、比較
している。  

 （ 2ページ）  
◇「人類の広がり」を

示した資料付きの歴
史 地 図 と 主 な 出 来
事、小学校で学んだ
主な人物などをまと
めた年表を載せてい
る。  
（ 2ページ）  

◇「奈良時代の平城宮
の跡」「復元された
大極殿」の写真、「
平城京と唐の長安」
の図を載せている。  
（ 1ページ）  

◇「縄文時代の丸木舟」
の写真と説明を載せ
ている。  
（ 1ページ）  

◇原始・古代の「歴史
絵巻」のページを設
け、主な出来事や人
物のイラストを年代
順に並べ、整理して
いる。（ 2ページ）  

◇「『駒競行幸絵巻』
にえがかれた貴族の
屋敷の絵」を載せ、
貴族の生活の様子を
示している。  
（ 2ページ）  
 

◇「動物とともに生き
る」と題し、古代の
人々と動物とのつな
がりを写真と地図で
示している。  
（ 2ページ）  

◇「宗教の広がり」と
題し、世界に広がる
宗教を写真と地図で
示している。  
（ 2ページ）  

中世の日本  

 

 

 

 

◇「武士の合戦のよう
す」を描いた『平治
物語絵巻』の絵と小
学校での既習事項を
まとめた年表を載せ
ている。  

 （ 1ページ）  
◇「中世の日本」の主

な出来事が分かるよ
うに、資料や吹き出
し付の人物を年代順
に並べ、その時代の
特色を整理している。 
（ 2ページ）  

◇「壇ノ浦の戦い」を
描いた『平家物語絵
巻』の絵とその時代
の日本・中国・朝鮮
の細かい時代区分を
示した年表を載せて
いる。（ 1ページ）  

◇「東大寺南大門」「
平清盛像」「金閣」
の写真、「蒙古襲来
絵詞」「足利義満」
の絵を載せ、時代の
特色について、問題
提起している。  
（ 1ページ）  

◇「タイムトラベル④」 
で、鎌倉時代の西国
の農村の様子を描い
たイラストを載せ、時
代の特色を示してい
る。（ 2ページ）  

◇「タイムトラベル⑤」 
で、室町時代の港町
の様子を描いたイラ
ストを載せ、時代の
特色を示している。  
（ 2ページ）  

 

◇「平安時代の上皇の
御所」を描いた『年
中行事絵巻』、「鎌
倉時代の武士の館」
を描いた『一遍上人
絵伝』、現在の「流
鏑馬」の写真を載せ、
古代と中世を比較し
ている。（ 2ページ） 

◇「モンゴル帝国が栄
えた頃の世界」を示
す資料付の歴史地図
と主な出来事、小学
校で学んだ主な人物
などをまとめた年表
を載せている。  
（ 2ページ）  
 

◇「蒙古襲来絵詞」、
「石塁（復元）」の
写真を載せている。  
（ 1ページ）  

◇「遣明船」の絵と説  
明を載せている。  

 （ 1ページ）  
◇中世の「歴史絵巻」

のページを設け、主
な出来事や人物のイ
ラストを年代順に並
べ、整理している。  

 （ 2ページ）  
◇「『一遍上人絵伝』  
にえがかれた武士の
館の絵」を載せ、武
士の生活の様子を示
している。  
（ 2ページ）  

 

◇「世界を結ぶ交通手  
段」と題し、世界を
結んで交通手段を写
真や絵と地図で示し
ている。  
（ 2ページ）  

 

 

 

調査項目  ２  東書  17 教出  35 清水  

 

46 帝国  116 日文  225 自由社  227 育鵬社  229 学び舎  

小学校での既習事項と関連付けたペー

ジの有無と内容  

 
 
 
 
 

 

◇第１章「歴史の流れ」
で、小学校での既習
人物・事柄について
年代順にイラストで
まとめている。また、
イラストを基にした
まとめ方を提示して
いる。  

◇単元の初めに小学校
での既習事項を年表
にまとめている。  

◇単元の初めに小学校
での既習事項に関す
る資料を年代別に並
べ整理している。  

 

◇第１章「歴史の移り
変わりを考えよう」
で、小学校での既習
人物・建造物の整理
ができるように質問
形式でまとめている。
人物カードを使った
まとめ方を提示して
いる。  

◇小学校の教科書に登
場した人物にマーク
を付け、分かるよう
にしている。  

 

◇序章「キャッチコピ
ーづくりをはじめよ
う」で、小学校での
既習人物・事項を時
代ごとにまとめ、そ
れぞれの時代の特色
が分かるようにして
いる。  

◇巻末の「人名さくい
ん」で、小学校で学
習した主な人物には、
イラストを付けてい
る。  

◇第１部「歴史のとら
え方と調べ方」で小
学校での既習人物・
事柄について年代順
にイラスト、年表で
まとめている。  

◇「タイムトラベル」
のページの右上に「
小学校で学んだおも
なできごと」をまと
めている。  

◇巻末の「人物さくい
ん」の中で、小学校
で学習した人物には
下線を引いている。 

◇第１編「歴史のとら
え方」で小学校での
既習人物・事柄につ
いて年代順にイラス
ト、写真資料でまと
めている。それらを
基にしたまとめ方を
提示している。  

◇単元の初めに掲載さ
れている年表に「小
学校で学んだ主な人
物など」を明示して
いる。  

◇小学校との学習のつ
ながりを本文左下に
提示している。  

◇序章「歴史のとらえ
方」で、小学校での
既習人物を挙げ、人
物カードを使ったま
とめ方を提示してい
る。 

◇ 序 章 の 「 歴 史 人 物
Q&A カードをつくろ
う」で、小学校での
既習人物を挙げ、時
代区分ごとにまとめ
る方法や Q&A カード
を使ったまとめ方を
提示している。  

◇単元の初めに「歴史
絵巻」があり、小学
校での既習人物・出
来事について年代順
にイラストでまとめ
ている。  

◇巻末の「人名さくい
ん」で、小学校で学
習した人物にマーク
を付け、分かるよう
にしている。  

◇「歴史への案内」で、
小学校での既習人物・

出来事を挙げ、年表
やカードを使ったま
とめ方を提示してい

る。  

「復習コーナー」等、基礎的・基本的

な内容を習得するためのページの数と

内容 
 
 
 
 
 
 

◇「この時代の歴史の
学習を確認しよう」
で、図表や地図等を
用いて、時代のまと
めを行っている。  
（計 6ページ）  

◇「歴史スキル・アッ
プ」で、基礎的・基
本的な技能を習得で
きるようにしている。
（計 6ページ）  

◇「学習のまとめと表
現」で、年表、地図、
資料等を用いて、時
代のまとめを行って
いる。  
（計 14ページ）  

◇「まとめてみよう」
で、年表を用いて、
時代のまとめを行っ
ている。  
（計 6 ページ）  

◇「特色を説明しよう」 
で、年表、地図、資料
等を用いて、時代の
まとめを行っている。 
（計 12ページ） 

◇「学習の活用」で、
年 表 や 地 図 を 用 い
て、時代のまとめを
行っている。  
（計 6ページ）  

 

◇「まとめ」のページ
で、二人の人物の会
話形式でその時代の
ま と め を 行 っ て い
る。（計 6 ページ）  

◇「歴史豆辞典」で、
重要語句の 100 字用
語解説を記載してい
る。  
（計 12ページ）  

◇「学習のまとめ」で、
年表、地図、資料等
を用いて、時代のま
とめを行っている。  
（計 12 ページ）  

 
 

◇「ふりかえる」のコ
ーナーで、文章でそ
の時代のまとめを行
っている。  

◇「学習のまとめ」で、年
表、地図を用いて、時
代のまとめを行って
いる。  

 （計 8ページ）  



教科・種目名  社会（歴史的分野） 調査研究事項 

調査項目  ２  東書  17 教出  35 清水   46 帝国  116 日文  225 自由社  227 育鵬社  229 学び舎  

各
時
代
の
学
習
を
動
機
付
け
る
た
め
の
工
夫 

近世の日本  

 

 

 

 

◇「江戸時代の日本橋」
を描いた『熈代勝覧（
きだいしょうらん）』
の絵と小学校での既
習事項をまとめた年
表を載せている。  

 （ 1ページ）  
◇「近世の日本」の主

な出来事が分かるよ
うに、資料や吹き出
し付の人物を年代順
に並べ、その時代の
特色を整理している。 
（ 2ページ）  

◇「葛飾北斎の風景画」
として『富嶽三十六
景』の浮世絵、「丁
銀と慶長小判、寛永
通宝」それぞれの写
真、その時代の日本・
中国・朝鮮の細かい
時代区分を示した年
表を載せている。  
（ 1ページ）  

◇「長篠の戦」「織田
信長」「検地」「豊
臣秀吉」「日本橋」
「出島」の絵を載せ、
時 代 の 特 色 に つ い
て、問題提起してい
る。（ 1ページ）  

 ◇「タイムトラベル⑥」
で、安土桃山時代の
まちづくりの様子を
描いたイラストを載
せ、時代の特色を示
している。  

 （ 2ページ）  
◇「タイムトラベル⑦」

で、江戸時代の西日
本の街道沿いの農村
の様子を描いたイラ
ストを載せ、時代の
特色を示している。  
（ 2ページ）  

◇「 16世紀前半の京都
のようす」を描いた
『洛中洛外屏風』、
「 17世紀前半の江戸
のようす」を描いた
『江戸図屏風』、「
徳川家の葵紋の入っ
た陣笠」の写真を載
せ、中世と近世の比
較を行っている。  

 （ 2ページ）  
◇「大航海時代の世界」

を示した資料付きの
歴史地図と主な出来事
、小学校で学んだ主
な人物などをまとめ
た年表を載せている。 
（ 2ページ）  
 

◇浮世絵を３点、浮世  
絵を描いたゴッホの
『ダンキー爺さん』
の絵を載せている。  
（ 1ページ）  

◇「朱印船」の絵と説  
明を載せている。  

 （ 1ページ）  
◇近世の「歴史絵巻」  
のページを設け、主
な出来事や人物のイ
ラストを年代順に並
べ、整理している。  

 （ 2ページ）  
◇「『江戸図屏風』に  
えがかれた江戸のに
ぎわいの絵」を載せ、町
人の生活の様子を示
している。  
（ 2ページ）  

◇「海でつながる世界」 
と題し、世界をつな
いだ交易や人の移動
を写真や絵と地図で
示している。  

 （ 2ページ）  
◇「世界遺産に見る世  
界」と題し、世界の
帝国がつくった大建
築を写真と地図で示
している。  
（ 2ページ）  

近代の日本と世界  

 

 

 

 

◇「ペリー上陸」の絵と
小学校での既習事項
をまとめた年表を載
せている。  

 （ 1ページ）  
◇「開国と近代日本の

歩み」の主な出来事
が分かるように、資
料や吹き出し付の人
物を年代順に並べ、
その時代の特色を整
理している。  

 （ 2ページ）  
◇「原子爆弾の投下で廃

きょになった広島」の
写真と小学校での既
習事項をまとめた年
表を載せている。  

 （ 1ページ）  
◇「二度の世界大戦と

日本」の主な出来事
が分かるように、写
真や吹き出し付の人
物を年代順に並べ、
その時代の特色を整
理している。  
（ 2ページ）  

 

◇「江戸湾に現れた軍
艦」の絵とその時代
の日本・中国・朝鮮
の細かい時代区分を
示した年表を載せて
いる。  

 （ 1ページ）  
◇「内国勧業博覧会の

機械館」を描いた絵
とその時代の日本・
中国・朝鮮の細かい
時代区分を示した年
表を載せている。  

 （ 1ページ）  
◇「連合国軍とドイツ

軍の戦い」を描いた
絵とその時代の日本・
中国・朝鮮の細かい
時代区分を示した年
表を載せている。  
（ 1ページ）  

 

◇「 19世紀の蒸気機関
車」「新橋駅と蒸気
機関車」「井伊直弼」
「憲法発布式典」「
日本海海戦」の絵と
「岩倉使節団」の写
真を載せ、時代の特
色について、問題提
起している。 
（ 1ページ）  

◇「原爆ドーム周辺の
被爆」「被爆前後の
原爆ドーム」「浦上
天主堂周辺の被爆」
「被爆前後の浦上天
主堂」の写真を載せ、
時 代 の 特 色 に つ い
て、問題提起してい
る。  
（ 2ページ）  

 ◇「タイムトラベル⑧」
で、明治時代の地方
都市様子を描いたイ
ラストを載せ、時代
の特色を示している。 

 （2ページ） 
◇「タイムトラベル⑨」

で、大正～昭和初期
の昭和初期の地方都
市様子を描いたイラ
ストを載せ、時代の
特色を示している。  
（ 2ページ）  

 

◇「江戸城に入る天皇」 
の絵、「解体された
小田原城天守」の写
真、「富岡製糸場」
の絵、「江戸幕府と
明治政府の歳出の比較」
のグラフを載せ、時
代の変化を示してい
る。（ 2ページ）  

◇「欧米諸国のアジア  
進出」を示した資料
付の歴史地図と主な
出来事、小学校で学
んだ主な人物などを
まとめた年表を載せ
ている。  
（ 2ページ）  

◇ 1934年から 1945年ま  
で家族写真を載せ、
生活の変化を比較し
ている。  

 （ 2ページ）  
◇「強国同士の対立」  
を示した資料付の歴
史地図と主な出来事、小
学校で学んだ主な人
物などをまとめた年
表を載せている。  
（ 2ページ）  

◇「久松五勇士記念碑」 
の写真と「石碑の絵
を拡大した絵」を載
せている。  

 （ 1ページ）  
◇「原爆ドーム」「真  
珠湾攻撃」の写真を
載せている。  
（ 2ページ）  

◇「咸臨丸」の絵と説  
明を載せている。  

 （ 1ページ）  
◇近代の「歴史絵巻」  
のページを設け、ペ
リー来航から韓国併
合までの主な出来事
や人物のイラストを
年代順に並べ、整理
している。  

 （ 2ページ）  
◇「『東京開化名勝京  
橋石造銀座通り両側
煉瓦石商家盛栄之図』に
えがかれた東京・銀
座のにぎわい」の絵
を載せ、文明開化の
様子を示している。 

 （2ページ） 
◇「装備を取り付けて  
いる戦艦大和」の写
真と説明を載せてい
る。（ 1ページ）  

◇近代の「歴史絵巻」  
のページを設け、第
一次世界大戦から終
戦までの主な出来事
や人物のイラストを
年代順に並べ、整理
している。  

 （ 2ページ）  
◇「『東京名所東京停  
車場之図』にえがか
れた東京駅」の絵、
当時の家の中の写真
を載せ、この時代の
文化の特色を示して
いる。（ 2ページ）  

◇「万国博覧会に見る  
世界」と題し、欧米
諸国で開かれた万国
博覧会の様子を絵と
地図で示している。  

 （ 2ページ）  
◇「岩倉使節団が見た  
世界」と題し、岩倉
使節団の訪問先を絵
と地図で示している。 

 （ 2ページ）  
◇「変わる世界の女性  
たち」と題し、世界
大戦の中で変わった
女性のようすを写真
や絵と地図で示して
いる。  

 （ 2ページ）  
◇「大戦の終わりを迎  
えた世界」と題し、
大戦終結時の民衆の
様子を写真と地図で
示している。  

 （ 2ページ）  
 

現代の日本と世界  

 

 

 

 

◇「新幹線と高速道路」
の写真と小学校での
既習事項をまとめた
年表を載せている。  

 （ 1ページ）  
◇「現代の日本と世界」

の主な出来事が分か
るように、写真や吹
き出し付の人物を年
代順に並べ、その時
代の特色を整理して
いる。（ 2ページ）  

◇「青空教室で学ぶ子
どもたち」の写真と
その時代の日本・中
国・朝鮮の細かい時
代区分を示した年表
を載せている。  
（ 1ページ）  

◇「焼けあとでの青空
教室」「ぎっしりつ
まった 102名学級」
「少人数授業をおこ
なう小学校」「東京
タワーとその周辺の
変化」の写真を載せ、
時 代 の 特 色 に つ い
て、問題提起してい
る。  
（ 1ページ）  

 ◇「タイムトラベル⑩」
で、高度経済成長期
の新幹線が開通した
東海地方の町の様子
を描いたイラストを
載せ、時代の特色を
示している。  
（ 2ページ）  

◇「戦中と戦後の子ど  
もたち」「敗戦直後
と現在の国会議事堂
とその周辺」「国立
競技場」の写真を載
せ、時代の比較を行
っている。  

 （ 2ページ）  
◇「第二次世界大戦後  
の世界のようす」を
示した資料付の歴史
地図と主な出来事、
小学校で学んだ主な
人物などをまとめた
年表を載せている。  
（ 2ページ）  
 

◇ 1945年、1958年、2012 
年の東京の写真を載
せている。  
（ 1ページ）  

◇「世界一のタンカー・ 
日章丸（ 3世）」の写
真と説明を載せてい
る。（ 1ページ）  

◇現代の「歴史絵巻」  
のページを設け、主
な出来事や人物のイ
ラストを年代順に並
べ、整理している。  

 （ 2ページ）  
◇満州特急「アジア号」 
の写真・想定路線図
や新幹線の写真等の
資料を載せ、新幹線
の歴史をまとめてい
る。（ 2ページ）  

◇「今、世界の子ども  
たちは」と題し、夢
を語る世界の子ども
たちを写真や文と地
図で示している。  
（ 2ページ）  



教科・種目名  社会（歴史的分野） 調査研究事項 

調査項目  ２  東書  17 教出  35 清水   46 帝国  116 日文  225 自由社  227 育鵬社  229 学び舎  

時代の区分やその移り変わりに気付く

学習をするための工夫  

 

 

 

 

 

 

 

【第１章  歴史の流れ  
をとらえよう】  
◇「歴史の流れ」で、  
小学校で学習した主
な人物や文化財、出
来事等のイラストを
年代順に並べ、歴史
の流れを整理してい
る。  

◇小学校で学習した人  
物 42名、文化財 15点
を挙げ、歴史の流れ
を自分で整理するペ
ージを設けている。  
 
 
 
 
 
 
 

◇「歴史スキル・アッ  
プ 1：時代や年代を読
み取ろう」で、時代
区分・年代のあらわ
し方について整理し
ている。  

【第１章  歴史の移り
変わりを考えよう】  
◇「タイムトラベル・  
サミット 2016」で、
小学校で学習した人
物や文化財を時代別
に自分で整理できる
ようにしている。  
・小学校で学習した  

人物 42名、文化財  
12点  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇「時代の分け方・年  
表の見方」で、年表
を用い、時代区分や
年代のあらわし方に
ついて整理している。 

【序章】  
◇「キャッチコピーづ  
くりをはじめよう」
で、小学校で学習し
た主な人物、文化財
等を時代別にまとめ、そ
れぞれの時代の特色
をとらえ、キャッチ
コピーを考えるペー
ジを設けている。 
・小学校で学習した  
 人物 8名、文化財・ 

出来事等 16点  
 
 
 
 
 
 
 
 

◇「歴史の流れを知ろ
う」で、時代区分や
年代のあらわし方に
ついて説明している。 

 【第１章  歴史の流れ
と時代区分】  
◇「江戸時代の絵巻物  
にえがかれた日本橋
の風景」と「大正時
代の絵はがきになっ
た日本橋の風景」を
載せ、２つの時代を
比較している。  

◇「歴史をたどろう」  
のページを設け、小
学校で学習した主な
人物や文化財、出来
事等のイラストを年
代順に並べ、歴史の
流れを整理している。 

◇年表と共に小学校で  
学習した人物 35名の
イラストを載せてい
る。  
 

◇「時代の移り変わり  
と時代区分」で、時
代区分や年代のあら
わし方についての説
明している。  
 

【第１章  歴史のとら
え方】  
◇「歴史の流れを振り  
返ろう」で、小学校
で学習した主な人物
や文化財、出来事等
のイラストや写真を
時代ごとに並べ、歴
史の流れを整理して
いる。  
・小学校で学習した  
 人物 22名、文化  
 財・出来事 39点  

◇小学校で学んだ人物
や文化財、出来事の
中から時代を代表す
るものを選んでまと
め、発表するページ
を設けている。  

 
 
◇「歴史学習の基礎資

料」で、時代区分や
年代のあらわし方に
ついて整理している。 

【 序 章  歴 史 の と ら
え方】  
◇「広開土王碑」を取

り上げ、年代のあら
わし方についての動
機付けを行っている。 

◇「人物を通して時代
をとらえる」で、小
学 校 で 学 習 し た 人
物 42名を挙げ、人物
カードの作り方を示し、
人 物 を 通 し て 時 代
を と ら え る 視 点 を
紹介している。  

 
 
 
 
 
 
 
◇「年代のあらわし方

と時代区分」で、時
代 区 分 や 年 代 の あ
らわし方について、  
詳しく説明している。 

 

【序章】  
◇「歴史人物 Q&Aカード  
をつくろう」という
課題学習を設定し、
小学校で学習した人
物 20名を挙げ、時代
区分ごとに人物を整
理し、Q&Aカードを作
成するページを設け
ている。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇「年代や時代区分の

表し方」で、時代区
分や年代のあらわし
方について整理して
いる。  

【歴史への案内】  
◇「歴史を楽しく学ぼ  
う」で、小学校で学
習した人物 3名、文化
財 2点、事柄 2点を挙
げ、年表やカードの
作り方を示している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇「年代のあらわし方、時 
代の区切り方」で、時
代区分や年代のあら
わし方について整理
している。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



教科・種目名  社会（歴史的分野） 調査研究事項 

別表３ 
調査項目  ２  東書  17 教出  35 清水   46 帝国  116 日文  225 自由社  227 育鵬社  229 学び舎  

言語活動を充実させるための工夫  
 

◇各見開きの「確認」  
で学習内容を語句指
定や字数制限により
説明・要約する課題
を設定している。  

◇「この時代の特色を  
とらえよう」で各時
代の特色をまとめる
例を５つの方法で具
体的に示し、自分の
言葉でまとめる課題
を設定している。  

◇「この時代の歴史の  
学習を確認しよう」
で各時代の特色や変
化について考え説明
する課題を設定して
いる。  

◇「私たち歴史探検隊」 
「調査の達人」で調
べ学習の考察やまと
めと発表のポイント
を具体的に示してい
る。  

     

◇各見開きの「ふりか
える」のステップ１
で基礎的事項の確認
整理、ステップ２で
学習内容を活用して
説明する課題を設定
している。  

◇「学習のまとめと表  
現」で各時代のでき
ごとや動きについて
自分の言葉で説明す
る課題を設定してい
る。  

◇「時代の変化に注目  
しよう！」で時代の
変化をとらえる発問
があり、それをもと
に考え話し合う課題
を設定している。  

◇「読み解こう」の一  
部に歴史的事象につ
いて話し合うための
課 題 を 設 定 し て い
る。  

◇各見開きの「まとめ  
てみよう」で学習内
容を文章でまとめた
り、表に整理する課
題を設定している。  

◇各章末の「まとめて
みよう」で各時代の
特色を指定された語
句を使って自分の言
葉で説明する課題を
設定している。  

 

 ◇各見開きの「確認し
よう」で基礎的な知
識の確認、「説明し
よう」で学習内容を
活用して説明する課
題を設定している。  

◇各章末の「学習をふ
りかえろう」で各時
代の変化や特色につ
いて説明したり話し
合う課題を設定して
いる。  

◇「技能をみがく」で
レポートのまとめ方
や発表の仕方につい
て例示している。  

 
 

◇各見開きの「学習の
確認」で学習内容を
整理する課題を設け
ている。  

 「学習の活用」では
学習内容を活用して
自分の言葉で説明す
る課題を設定してい
る。  

 これらの課題に役立
つキーワードを明示
している。  

◇「言語活動コーナー」
を設けて、読み取る・
考える・伝えるため
の 活 動 を 示 し て い
る。  

◇「とらえよう時代の
転換」で各時代の転
換 に つ い て 読 み 取
り、考え、説明する
課 題 を 設 定 し て い
る。  

◇各章末の「学習の活
用」では、各時代の
特色について考え、
自分の言葉で説明す
る課題を設定してい
る。  

 

◇各見開きの「まとめ
にチャレンジ」で学
習内容についてまと
めたり説明したりす
る課題を設定してい
る。  

◇各章末のまとめで各
時代の特色を 200字
程度で作文する課題
や各時代のことがら
について意見交換す
るための課題を設け
らている。  

 
 

◇各見開きの「学習の
まとめ」で学習内容
を指定された語句を
使ってまとめたり説
明したりする課題を
設定している。  

◇各章末の「学習のま
とめ」でその時代の
人物、変化や特色を
自分の言葉で説明し
たり、話し合ったり
する課題を設定して
いる。  

◇巻末の「歴史学習の
まとめ」では、各時
代の歴史を大観して
まとめる課題を設定
している。  

◇各部の「学習のまと
め」でその時代の特
色を自分の言葉で表
現したり、発表や意
見交換するための課
題を設定している。  

◇「歴史を体験する」
で年表やポスターに
まとめ方の例を示し
ている。  

     

歴史的事象を多面的、多角的に考察す

るための工夫  

 

 

 

 

◇考察に有用な資料や  
史料を各ページに配
置している。  

◇登場人物の吹き出し  
により考察の視点を
示している。  

◇一部「えんぴつマー  
ク」「ためしてみよ
う」で考察の具体的
視点を示している。  

◇「深めよう」で各時  
代の背景をとらえる  
ための出来事などを
紹介している。  

◇Ｐ 14で調べ学習での  
考察のポイントを例
示している。  

◇考察に有用な資料や  
史料を各ページに配
置している。  

◇登場人物の吹き出し  
により考察の視点を
示している。  

◇「読み解こう」で考
えを深める手がかり
を示している。  

◇「学習のまとめと表
現」では、各時代の
特色を考察するため
の視点やまとめ方を
幾つか示している。  

◇特設ページ「歴史を
探ろう」で各時代を
掘り下げる内容を紹
介している。  

 

◇考察に有用な資料や
史料を各ページに配
置している。  

◇図版などを読み取る
ための視点を示して
いる。  

◇「もっと知りたい歴
史」「歴史のとびら」
で各時代の考察を深
める事柄を紹介して
いる。  

 ◇考察に有用な資料や
史料を各ページに配
置している。  

◇登場人物の吹き出し
により考察の視点を
示している。  

◇各部の始めの「タイ
ムトラベル」で各時
代の考察を進める上
での視点を示してい
る。  

◇ 「 歴 史 を 探 ろ う 」   
「トライアル歴史」
では学習したことを
さらに深めるための
テーマを設定してい
る。  

◇考察に有用な資料や
史料を各ページに配
置している。  

◇登場人物の吹き出し
により考察の視点を
示している。  

◇「考えよう」で考察
の具体的視点を示し
ている。  

◇「先人に学ぶ」「歴
史を掘り下げる」「
図版特集」では歴史
の学習をはば広く豊
かにするテーマを設
定している。  

◇考察に有用な資料や
史料を各ページに配
置している。  

◇各章のまとめで各時
代の特色をとらえる
ための時代比較や人
物比較に関する設問
を設定している。  

◇巻末に日本の歴史の
特色をとらえるため
の課題を設定してい
る。  

◇コラムを設定し、各
時代を掘り下げる内
容を紹介している。  

◇考察に有用な資料や
史料を各ページに配
置している。  

◇登場人物の吹き出し
により考察の視点を
示している。  

◇「このころ世界は」
「歴史ズームイン」
では時代の背景や歴
史の学習をはば広く
豊かにするテーマを
取り上げている。  

◇考察に有用な資料や
史料を各ページに配
置している。  

◇「歴史を体験する」
などで考察を進める
上での視点を幾つか
示している。  

          
  

各
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例
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項 

取
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れ
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古代までの日本  

 

 

 

 

 

◇「この時代の特色を  
とらえよう」 (P61) 
・人物と連想できる  

事柄をつなげてま  
とめよう。  

◇「この時代の歴史の  
学習を確認しよう」
(P62) 
・古代の文化にはど  

のような特徴があ  
るのか、時代の流  
れの順に説明しま  
しょう。  

 

◇「学習のまとめと表  
現」 (P50～ 52) 
・原始・古代の時代  

の移り変わりを確  
かめよう。  

・原始・古代の舞台  
を地図で確かめよ  
う。  

・原始・古代のでき  
ごとや動きについ  
て、自分なりの言  
葉で説明しよう。  

・原始・古代の時代  
  の 特 色 を 考 え よ 

う！  
・時代の変化に注目   

しよう！  
 
 
 
 
 

◇章頭「原始・古代っ
て ど ん な 時 代 ？ 」   
(P5) 

◇「原始・古代の日本
と世界」をまとめて
みよう (P56) 
・写真を見て、古代  

の政治や文化の特  
色について考えて  
みよう。  

 ◇「学習をふりかえろ
う」原始・古代の特
色を説明しよう    
(P48～ 49) 
・復元された人物模  

型の服装の変化を  
説明してみましょ  
う。  

・古代で最も重要な  
人物はどれかを話  
し合ってみましょ  
う。  

・原始あるいは古代  
の特色を説明して  
みましょう。  

 

◇章頭「古代までの日
本」の特色を探って
いこう (P14～ 15) 

◇とらえよう！「古代
までの日本」の動き
(P56～ 57) 
・文字の変化に着目  

して、時代の特色  
にせまろう。  

・私が考える「古代  
までの日本」の特  

  色  

◇章のまとめ「古代と
はどんな時代か」  
 (P79) 
・時代比較  
・人物比較  
・ひとこと作文  
・意見交換会  

◇学習のまとめ「原始
古代の時代をふり返
って考えてみよう」  
(P62～ 63) 
・学習のまとめの作

業を手がかりにし
て、この時代はど
のような時代だっ
たかといえるのか
を考え、その理由
と合わせて書いて
みましょう。また、
それぞれの考えを
みんなで話し合っ
てみましょう。  

◇学習のまとめ「原始  
古代」 (P54～ 55) 
・学習をふりかえり、 

印象に残ったこと  
を 自 分 の 言 葉 で 書
きましょう。  
時 代 の 特 色 と な る
こ と を 考 え て み ま
しょう。  



教科・種目名  社会（歴史的分野） 調査研究事項 

調査項目  ２  東書  17 教出  35 清水   46 帝国  116 日文  225 自由社  227 育鵬社  229 学び舎  

各
時
代
の
特
色
を
と
ら
え
、
自
分
の
言
葉
で
表
現
で
き
る
（
表
現
す
る
）
よ
う
に
例
示
さ
れ
て
い
る
事
項 

中世の日本  

 

 

 

 

 

◇「この時代の特色を
と ら え よ う 」 (P95) 
比較表でまとめよう  

◇「この時代の歴史の
学習を確認しよう」  
（ P96）  
・中世の政治を動か  
し た の は ど の よ う
な人々か、説明しま
しょう。  

 

◇「学習のまとめと表
現」 (P84～ 86) 
・中世の時代の移り  

変わりを確かめよ  
う。  

・中世の舞台を地図  
で確かめよう。  

・中世のできごとや  
動きについて、自  
分なりの言葉で説  
明しよう。  

・中世の時代の特色  
を考えよう！  

・時代の変化に注目  
  しよう！  
 
 
 

◇章頭「中世ってどん
な時代？」  (P5) 

◇「中世の日本と世界」
を ま と め て み よ う
(P88) 
・写真を見て、中世  
の政治や文化の特  
色について考えて
みよう。  

 ◇「学習をふりかえろ
う」中世の特色を説
明しよう (P84～ 85) 
・絵巻物にえがかれ  

た貴族と武士の関  
係の変化を説明し  
てみましょう。  

・中世で最も重要な  
できごとは何かを  
話し合い、新聞記  
事をつくってみま  
しょう。  

・中世の特色を説明  
してみましょう。  

 

◇章頭「中世の日本」
の特色を探っていこ
う (P58～ 59) 

  古 代 と 中 世 の 絵 を
見比べよう  

◇「とらえよう！時代
の転換」 (P66～ 67) 
・私が考える古代か  

ら中世への時代の  
転換  

◇とらえよう！「中世
の日本」の動き  
(P94～ 95) 
・法に着目して、時

代の特色にせまろ
う。  

・私が考える「中世  
までの日本」の特  

  色  

◇章のまとめ「中世と
は ど ん な 時 代 か 」  
 (P107) 
・時代比較  
・人物比較  
・ひとこと作文  
・意見交換会  

◇学習のまとめ「中世
の時代をふり返って
考えてみよう」  

 (P94～ 95) 
・学習のまとめの作

業を手がかりにし
て、この時代はど
のような時代だっ
たかといえるのか
を考え、その理由
と合わせて書いて
みましょう。また、
それぞれの考えを
みんなで話し合っ
てみましょう。  

◇学習のまとめ「中世」 
(P86～ 87) 
・中世は、どのよう  

な人たちが力をも  
ち、どのような特  
色のある時代だっ  
たのでしょうか。  
前の時代と比べな  
がら、自分の言葉  
で書きましょう。  

近世の日本  

 

 

 

 

 

◇「この時代の特色を
とらえよう」 (P139) 
ディスカッションで
まとめよう  

◇「この時代の歴史の
学習を確認しよう」  
（ P140）  
・貨幣経済の広がり、
貧富の差の拡大、百
姓一揆・打ちこわし
などが見られるよう
になった後、政治では
どのような動きが
起こっていたのか
ぬき出しましょう。 

◇「学習のまとめと表
現」 (P128～ 130) 
・近世の時代の移り  

変わりを確かめよ  
う。  

・近世の舞台を地図  
で確かめよう。  

・近世のできごとや  
動きについて、自  
分なりの言葉で説  
明しよう。  

・近世の時代の特色  
を考えよう！  

・時代の変化に注目  
  しよう！  

◇章頭「近世ってどん
な時代？」  (P89) 

◇「近世の日本と世界」
を ま と め て み よ う
(P144) 
・写真を見て、近世  

の政治や文化の特  
色について考えて  
みよう。  

 ◇「学習をふりかえろ
う」近世の特色を説
明しよう         

  (P136～ 137) 
・絵巻物にえがかれ  

た武士の役割の変  
化を説明してみま  
しょう。  

・江戸幕府による支  
配は、なぜ約 260 
年間も続いたのか  
を話し合ってみま  
しょう。  

・近世の特色を説明  
してみましょう。  

◇章頭「近世の日本」
の特色を探っていこ
う (P96～ 97) 

◇とらえよう！「近世
の 日 本 」 の 特 色  
(P144～ 145) 
・幕府の収入に着目  

して、時代の特色  
にせまろう。  

・私が考える「近世  
の日本」の特色  

◇章のまとめ「近世と
は ど ん な 時 代 か 」  
 (P151) 
・時代比較  
・人物比較  
・ひとこと作文  
・意見交換会  

◇学習のまとめ「近世
の時代をふり返って
考えてみよう」  

 (P148～ 149) 
・学習のまとめの作

業を手がかりにし
て、この時代はど
のような時代だっ
たかといえるのか
を考え、その理由
と合わせて書いて
みましょう。また、
それぞれの考えを
みんなで話し合っ
てみましょう。  

◇学習のまとめ「近世」 
(P142～ 143) 
・時代の変化につい  

て考え、発表しま  
しょう。  

・近世は、どのよう  
な特色をもった時  
代だったでしょう  
か。前の時代と比  
べながら、自分の  
考えを書きましょ  
う。  

近代の日本と世界  

 

 

 

 

 

◇「この時代の特色を
とらえよう」 (P193) 
歴史新聞でまとめよ
う  

◇「この時代の歴史の
学習を確認しよう」  
（ P194）  

◇「この時代の特色を
とらえよう」 (P237) 
年表でまとめよう  

◇「この時代の歴史の
学習を確認しよう」  
（ P238）  
・年表の欧米などの  

欄から日本と関係  
する事柄をぬき出  
し、時代の流れに  
ついて気づいたこ  
とを説明しましょ  
う。 

◇「学習のまとめと表
現」 (P152～ 154) 

(P190～ 193) 
・近代の幕開け(近代) 

の時代の移り変わ  
りを確かめよう。  

・近代の幕開け(近代) 
の時代の舞台を地  
図で確かめよう。  

・近代の幕開け(近代) 
の時代のできごと  
や動きについて、  
自分なりの言葉で  
説明しよう。  

・近代の幕開け(近代) 
の時代の特色を考  
えよう ! 

・時代の変化に注目  
  しよう！  
◇「学習のまとめと表

現」 (P232～ 134) 
・大戦期の時代の移  

り変わりを確かめ  
よう。  

・大戦期の時代の舞  
台を地図で確かめ  
よう。  

・大戦期の時代ので  
きごとや動きにつ  
いて、自分なりの  
言葉で説明しよう。 

・大戦期の時代の特  
色を考えよう ! 

・時代の変化に注目  
  しよう！  
 

◇章頭「近代ってどん
な時代？」  (P145) 

◇「近代化の進む世界
」をまとめてみよう
(P206) 
・近代社会の特徴に  

ついて、江戸時代  
と比べて説明しよ  
う。  

◇章頭「二つの世界大
戦がおきたのはどん
な時代？」  (P207) 

◇「二つの世界大戦と
日本」をまとめてみ
よう (P246) 
・学習内容をもう一  

度ふり返ってみよ  
う。  

 ◇「学習をふりかえろ
う」近代（前半）の
特 色 を 説 明 し よ う  
(P192～ 193) 
・絵画にえがかれた  

政治体制の変化を  
説明してみましょ  
う。  

・近代（前半）で最  
も活躍したと思う  
人物はだれかを話  
し合い、その人物  
に手紙を書いてみ  
ましょう。  

・近代（前半）の特  
色を説明してみま  
しょう。  

◇「学習をふりかえろ
う」近代（後半）の
特 色 を 説 明 し よ う  
(P234～ 235) 
・グラフに示された  

軍事費の割合の変  
化を説明してみま  
しょう。  

・日本は、なぜ戦争  
へ つ き 進 ん で い
っ た の か を 話 し
合 っ て み ま し ょ
う。  

・近代（後半）の特  
色を説明してみま  
しょう。  

 

◇章頭「日本の近代化」
の特色を探っていこ
う。 (P146～ 147) 

◇「とらえよう！時代
の転換」(P174～ 175) 
・学校の始まりから、 

近世から近代への  
転換を考えてみよ  
う。  

◇とらえよう！「日本
の近代化」の特色  
(P202～ 203) 
・明治政府の政策か  

ら、時代の特色に  
せまろう。  

・私が考える「日本  
の近代化」の特色  

◇章頭「二度の世界大
戦と日本」の特色を
探っていこう  
(P204～ 205) 

◇とらえよう！「二度
の世界大戦と日本」
の特色 (P242～ 243) 
・戦争に着目して、  

時代の特色にせま  
ろう。  

・私が考える「二度  
の世界大戦と日本」 
の特色  

◇章のまとめ「近代Ⅰ
とはどんな時代か」  

(P209) 
・時代比較  
・人物比較  
・ひとこと作文  
・意見交換会  

◇章のまとめ「近代Ⅱ
とはどんな時代か」  
 (P249)  
・時代比較  
・人物比較  
・ひとこと作文  
・意見交換会  

◇学習のまとめ「近代
①の時代をふり返っ
て考えてみよう」    
 (P202～ 203) 

◇学習のまとめ「近代
②の時代をふり返っ
て考えてみよう」  
(P246～ 247)  
・学習のまとめの作

業を手がかりにし
て、この時代はど
のような時代だっ
たかといえるのか
を考え、その理由
と合わせて書いて
みましょう。また、
それぞれの考えを
みんなで話し合っ
てみましょう。  

◇学習のまとめ「近世」 
(P190～ 191) 
・時代の変化につい  

て考え、発表しま  
しょう。  

・近代は、どのよう  
な特色をもった時  
代だったでしょう  
か。前の時代と比  
べながら、自分の  
考えを書きましょ  
う。  

◇学習のまとめ「二つ
の世界大戦」  
(P254～ 255) 
・二つの世界大戦を  

学習し、印象に残  
ったできごとにつ  
いて、400字程度で  
まとめ、自分の感  
じたこと、考えた  
こと、もっと調べ  
てみたいことなど  
を書きましょう。  
班やクラスで意見  
交換しましょう。  

 

 

 



教科・種目名  社会（歴史的分野） 調査研究事項 

調査項目  ２  東書  17 教出  35 清水   46 帝国  116 日文  225 自由社  227 育鵬社  229 学び舎  
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現代の日本と世界  

 

 

 

 

 

◇「この時代の歴史の
学習を確認しよう」  
（ P274）  

  年表の政治の欄か
ら外国と関係する事
柄をぬき出し、時代
の流れについて気づ
いたことを説明しま
しょう。  

◇「この時代の特色を
とらえよう」 (P275) 
プレゼンテーション・
ソフトを使って日   
本の歴史をまとめよ  
う。  

 

◇「学習のまとめと表
現」 (P264～ 266) 
・現代の時代の移り  

変わりを確かめよ  
う。  

・現代の時代の舞台  
を地図で確かめよ  
う。  

・現代の時代のでき  
ごとや動きについ  
て、自分なりの言  
葉で説明しよう。  

・時代の変化に注目  
  しよう！  

・現代の時代の特色  
とこれからの時代  
について考えよう！ 

◇「学習のまとめと表
現」 (P190～ 193) 
・近代の時代の移り  

変わりを確かめよ  
う。  

・近代の時代の舞台  
を地図で確かめよ  
う。  

・近代の時代のでき  
ごとや動きについ  
て、自分なりの言  
葉で説明しよう。  

・近代の時代の特色  
を考えよう ! 

・時代の変化に注目  
 しよう！  
 

◇章頭「現代の世界と
日本はどのように変
化しているのだろう
？」  (P247) 

◇「現代の日本と世界」
をまとめてみよう
(P274) 
・学習内容をもう一  

度ふり返ってみ  
よう。  

 ◇「学習をふりかえろ
う」近代（前半）の
特 色 を 説 明 し よ う  
(P192～ 193) 
・表にまとめられた

憲法の変化を説明
してみましょう。  

・現代の中で、 50年  
後の未来に最も伝  
えたいできごとは  
何かを話し合い、  
タイムカプセルを  
つくってみましょ  
う。  

・現代の特色を説明  
してみましょう。  

 

◇章頭「現代の日本と
世界」の特色を探っ
ていこう  
(P244～ 245) 

◇「とらえよう！時代
の転換」(P254～ 255) 
・戦後の教育制度の  

改革から、近代か  
ら現代への転換を  
考えてみよう。  

◇とらえよう！「現代
の日本と世界」の特
色  (P278～ 279) 
・復興と成長の源に  

着目して、時代の 
特色にせまろう。 

・私が考える「これ  
からきずいていき  
たい時代」  

◇章のまとめ「現代と
はどんな時代か」  
 (P277) 
・時代比較  
・人物比較  
・ひとこと作文  
・意見交換会  

◇学習のまとめ「現代
の時代をふり返って
考えてみよう」   
 (P274～ 275) 
・学習のまとめの作

業を手がかりにし
て、この時代はど
のような時代だっ
たかといえるのか
を考え、その理由
と合わせて書いて
みましょう。また、
それぞれの考えを
みんなで話し合っ
てみましょう。  

◇学習のまとめ「現代」 
(P292～ 293) 
・第二次世界大戦後  

の諸改革によって、
どのように政治
や社会が変化し
たか、前の時代と
比べながら、自分
の考えを書いて
みましょう。  

・日本と世界はどん  
な 課 題 を か か え
て いるのでしょう
か。学習したこと
を 現 在とつなげて
考え、意見交換を
しましょう。  

新聞を活用している事項の数とその内

容  

 

 

 

 

 

 

歴史新聞：１箇所  
◇「歴史新聞」でまと

めよう  
 新聞の書き方と記事

例を紹介（ P193）  
 
新聞記事：５箇所  
◇米騒動を伝える新聞

（ P207）  
◇国際連盟脱退を伝え

る新聞（ P207）  
◇五・一五事件を報じ

る新聞（ P207）  
◇真珠湾攻撃を伝える

ハワイの新聞  
 （ P225）  
◇ミッドウェー海戦を

伝える新聞（ P225）  
 

歴史新聞：１箇所  
◇学習のまとめと表現  
 歴史新聞によるまと

め方と記事例を紹介  
 （ P52）  
 
新聞記事：９箇所  
◇五・四運動を報じる

新聞記事（ P203）  
◇米騒動を報じる新聞

（ P205）  
◇張作霖の列車の爆破

事件を報じる新聞  
 （ P215）  
◇満州事変を報じる新

聞（ P216）  
◇国際連盟総会での勧

告の可決を報じる新  
聞（ P217）  

◇五・一五事件を報じ
る新聞（ P218）  

◇日米の開戦を報じる
新聞（ P224）  

◇ミッドウェー海戦を
報じる新聞（ P226）  

◇警察予備隊の新設を
報じる新聞（ P243）  

 

新聞記事：４箇所  
◇ 米 騒 動 を 報 じ る 新  

聞（ P217）  
◇国際連盟からの日本

の退場を報道する新
聞（ P230）  

◇五・一五事件を報道
する新聞（ P231）  

◇日米開戦を報道する
新聞（ P237）  

 

 歴史新聞：１箇所  
◇学習を振り返ろう  
 「新聞記事」をつく

ってみましょう  
 新聞記事にする流れ

と記事例を紹介  
（ P85）  

 
新聞記事：５箇所  
◇日本初の日刊紙「横

浜毎日新聞」  
（ P164）  

◇日本の国際連盟脱退
を報じる新聞  
（ P218）  

◇五・一五事件を報じ
る新聞（ P219）  

◇日独伊三国同盟調印
を伝える新聞     
（ P224）  

◇ミッドウェー海戦を
報じる日本の新聞  
（ P229）  
・情報の意図を読み

解くための記事と
しても紹介  

歴史新聞：１箇所  
◇歴史新聞づくりのポ

イント   
 （ P93）  
 新聞づくりのポイン

トと記事例を紹介  
 
新聞記事：３箇所  
◇五・一五事件を伝え

る新聞（ P227）  
◇国際連盟脱退を伝え

る新聞（ P227）  
◇米英との開戦を伝え

る新聞（ P232）  
 

新聞記事：９箇所  
◇福沢諭吉が創刊した

時事新報（ P189）  
◇英文の社告をのせた

東京朝日新聞  
  （ P198）  
◇五・四運動を報じる

新聞（ P217）  
◇東北大飢饉を報じる

新聞（ P224）  
◇五・一五事件を報じ

る新聞（ P230）  
◇二・二六事件を報じ

る新聞（ P231）  
◇警察予備隊新設を報

じる新聞記事  
（ P257）  

◇湯川秀樹ノーベル賞
受賞の新聞記事    
（ P268）  

◇東日本大震災を報じ
る新聞記事（ P276）  

 

歴史新聞：１箇所  
◇歴史新聞をつくろう

（ P276）  
  新 聞 を つ く る に あ

たっての手順とまと  
め方、新聞例を紹介  

 
新聞記事：４箇所  
◇日清戦争のようすを

伝える新聞（ P188）  
◇犬養首相暗殺を伝え

る新聞（ P227）  
◇米英との開戦を報じ

る新聞（ P234）  
◇ GHQによる検閲され

た新聞（ P254）  
◇日本の国連加盟を伝

える新聞（ P259）  
 

新聞記事： 10箇所  
◇京都日日新聞山本宣

治 に つ い て の 記 事  
（ P220）     

◇国際連盟総会からの
退 場 を 報 じ る 新 聞  
（ P231）  

◇五・一五事件を報じ
る新聞（ P232）  

◇サイパン島の玉砕を
報じる新聞（ P244）  

◇第五福竜丸の被ばく
を伝える新聞      
（ P268）  

◇たらいから電気洗濯
機へ（ P273）  

◇米軍機の墜落を報じ
る新聞（ P276）  

◇中国残留日本人孤児
の調査を報じる新聞
（ P280）  

◇母と再会した王暁霞
（ P280）  

 

 

 

 

 

 



教科・種目名  社会（歴史的分野） 調査研究事項 

別表４        

 

調査項目  ２  東書  17 教出  35 清水   46 帝国  116 日文  225 自由社  227 育鵬社  229 学び舎  

教科書の使い方（学習の進め方）に  
関する記載  

 

有（ P4）  
・使われているマーク

の説明  
 

有（ P4～ P5）  
・構成と学習の流れ  
・使い方の説明  
・マーク等の説明  

有（ P4）  
・決まり  
・マークの説明（ P3）  

 有（巻頭Ⅲ）  
・学習の仕方  
・マーク使用上の注意  
 

有（ P5）  
・使い方の説明  
 

有（ P6）  
・構成と特徴  
 

有（ P5）  
・使い方、学習の流れ  
・マークについて  
・特集について  

有（巻頭）  
・使い方  
 

自主学習、自由研究用に設定されて  
いる課題の数と内容 
 
 
 
 
 
 
 

 

「深めよう」 13箇所  
 
「私たち歴史探検隊」  
6箇所  
 
 

「資料から歴史を探ろ
う」 5箇所  
 
「人物から歴史を探ろ
う」 7箇所  
 
「地域から歴史を探ろ
う」 3箇所  
 
「世界から歴史を探ろ
う」 3箇所  
 
「 郷 土 の 歴 史 を 探 ろ
う」 5箇所  
 

「もっと知りたい歴
史」 9 箇所  
 
「歴史のとびら」  
6 箇所  
 
          
    
 
 

「歴史を探ろう」  
11箇所  
 
「トライアル歴史」  
2箇所  
 

「先人に学ぶ」 8 箇所  
 
「とらえよう！時代の
転換」 5箇所  
 
「歴史を掘り下げる」  
9箇所  
 

「もっと知りたい」  
32箇所  
 

「課題学習」 6 箇所  
 
「このころ世界は」  
6箇所  
 
「歴史ズームイン」  
15箇所  
 
「なでしこ日本史」  
5箇所  
 

「歴史を体験する」  
6箇所  
 
 
          
          
          
      

資料の収集・活用・整理の仕方など  
調べ学習の方法についての記載  
 

 

第 1章「歴史の流れをと
らえよう」  
（ P5～ P12）  
◇調査の達人 13箇所  
 

第 1章「歴史の移り変わ
りを考えよう」  
（ P6～ P11）  
 

歴史のとびら「身近な
地域を調べよう」
（ P138～ P143）  

第 1部「歴史のとらえ方
と調べ方」  
（ P1～ P11）  

第 1 編「歴史のとらえ
方」（ P6～ P13）  
 

序章「歴史の捉え方」
（ P7～ 24）  
 

序章（ P8～ P12）  
 

歴史への案内  
（ P6～ P9）  
 

体験的な学習活動の例、書き込み等  
作業的なページの数と内容  
 
 
 
 
 
 

 

「この時代の特色をと
らえよう」 6個所  
 
◇古代（ P61）  
◇中世（ P95）  
◇近世（ P139）  
◇近代（ P193/P237）  
◇現代（ P274）  
 
「この時代の歴史の学
習を確認しよう」6個所  
 
◇古代（ P62）  
◇中世（ P96）  
◇近世（ P140）  
◇近代（ P194/P238）  
◇現代（ P275）  
 
 

「学習のまとめと表現」 
7箇所  
 
◇古代（ P50）  
◇中世（ P84）  
◇近世（ P128）  
◇近代（ P152/P190/ 

P232）  
◇現代（ P264）  
 
「時代の変化に注目し
よう」 7箇所  
 
◇古代（ P52）  
◇中世（ P86）  
◇近世（ P130）  
◇近代（ P154/P192/ 
       P234）  
◇現代（ P266）  
 

「まとめてみよう」  
6 箇所  
       
◇古代（ P56）  
◇中世（ P83）  
◇近世（ P144）  
◇近代（ P206/P246）  
◇現代（ P274）  
 

「タイムトラベル」  
9箇所  
 
◇古代（ P20/P30）  
◇中世（ P50/P72）  
◇近世（ P92/P114）  
◇近代（ P156/P202）  
◇現代（ P236）  
 
「学習を振り返ろう」  
6箇所  
 
◇古代（ P48）  
◇中世（ P84）  
◇近世（ P136）  
◇近代（ P192/P234）  
◇現代（ P262）  
 

「学習の活用」 6 箇所  
 
◇古代（ P56）  
◇中世（ P94）  
◇近世（ P144）  
◇近代（ P202/P242）  
◇現代（ P278）  
 
 
 
 

「各章のまとめ」6箇所  
 
◇古代（ P79）  
◇中世（ P107）  
◇近世（ P151）  
◇近代（ P209/P249）  
◇現代（ P277）  
 

「学習のまとめ」  
6 箇所  
 
◇古代（ P62）  
◇中世（ P94）  
◇近世（ P148）  
◇近代（ P202/P246）  
◇現代（ P274）  
 
 
 
 
 

「部のまとめ」 6箇所  
◇古代（ P54）  
◇中世（ P86）  
◇近世（ P142）  
◇近代（ P190/P254）  
◇現代（ P292）  
 
「章をふりかえる」  
10箇所  
◇  1章（ P30）  
◇  2章（ P54）  
◇  3章（ P86）  
◇  4章（ P112）  
◇  5章（ P142）  
◇  6章（ P168）  
◇  7章（ P190）  
◇  8章（ P220）  
◇  9章（ P254）  
◇ 10章（ P290）  

掲載されているコラムの数と内容  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「歴史にアクセス」  
30箇所  
 
◇甲骨文字の発見  

（ P27）  
◇古代のオリンピック

（ P28）  
◇奈良時代の人々の負  

担（ P45）  
◇蝦夷の抵抗（ P49）  
◇地頭を訴えた農民た  

ち（ P73）  
◇ユーラシア世界史の  

誕生（ P77）  
◇河原者たちの優れた  

技術（ P87）  
◇有田焼のルーツ  

（ P109）  
◇朝鮮通信使が訪れた  

対潮桜（ P119）  
◇南部鉄器の起こり  

（ P121）  
◇江戸の火消（ P125）  
◇熊本藩の改革  

（ P129）  
◇渋染め一揆（ P133）  
 

「学習コラム」 25箇所  
 
◇古代ギリシアの文化  

（ P19）  
◇古代中国の歴史書に  

記載された倭  
（ P27）  

◇奥州藤原氏と平泉  
（ P57）  

◇鎌倉時代の女性の地  
位（ P61）  

◇オホーツ文化と擦文  
文化（ P75）  

◇庭園づくりに活躍し  
た人々（ P81）  

◇ほろぼされた中南ア  
メリカの文化  
（ P93）  

◇野國總管と青木昆陽  
～飢饉から人々を救  
った甘藷（さつまい  
も）（ P121）  

◇米沢藩の藩政改革  
（ P123）  

◇革命を支えた思想家  
たち（ P133）  

「学習に関するコラ
ム」 15 箇所  
 
◇岩宿遺跡（ P12）  
◇「縄文海進」と貝塚

（ P13）  
◇朝貢のしくみ（ P24） 
◇聖徳太子と歴史の

研究（ P32）  
◇鉄砲の普及（ P98）  
◇天正遣欧少年使節

（ P99）  
◇日本語になったポ

ルトガル語（ P104） 
◇島原･天草一揆  

（ P113）  
◇赤穂事件（ P125）  
◇賤民廃止令と人々

（ P169）  
◇自由民権運動の広

がり（ P183）  
◇植民地となる前の

台湾（ P194）  
◇日本の人権宣言～

全国水平社の結成
～（ P219）  

「羅針盤マーク」  
30箇所  
 
◇自然を敬った古代の

人々（ P47）  
◇東アジアの美、磁器

（ P69）  
◇中世の老人と子ども、女

性（ P75）  
◇自然を生かした信玄  

堤（ P79）  
◇差別された人々  

（ P117）  
◇森林伐採と植林  

（ P119）  
◇江戸のごみを利用し  

た農業（ P135）  
◇工業の発達と生活環  

境の悪化（ P143）  
◇渋染め一揆  

（ P149）  
◇差別からの解放運動

（ P159）  
◇日本での選挙の始ま  

り（ P175）  

「世界史＋α」 3 箇所  
 
◇儒教（ P23）  
◇つながる世界と生活  

の変化（ P103）  
◇移民の国アメリカ

（ P155）  
 
「古代史＋α」 4 箇所  
 
◇磐井の乱（ P35）  
◇いつから「日本」と

「天皇」が使われる
ようになったの  
（ P39）  

◇天皇や太政官の仕事  
（ P43）  

◇日本の神話（ P47）  
 
「中世史＋α」 1 箇所  
 
◇河原者がつくり出し  

た文化（ P87）  

「ミニコラム」 21箇所  
 
◇釈迦と仏陀（ P37）  
◇敗戦を教訓にした律  

令国家（ P59）  
◇平城京と平安京の違  

い（ P63）  
◇古事記と日本食  

（ P64）  
◇行基と大仏造立  

（ P65）  
◇日本国王になった足  

利義満（ P95）  
◇戦国大名と分国法  

（ P111）  
◇秀吉とフェリペ 2世

（ P119）  
◇江戸の会議と民権派  

の憲法草案（ P185）  
◇金玉均と甲申事変  

（ P190）  
◇日露条約の問題点 /

日英同盟の利点  
（ P193）  

 

「歴史ビュー」11 箇所  
 
◇吉野ケ里遺跡（ P29） 
◇江戸時代の身分制度  

（ P123）  
◇百姓一揆の実態  

（ P135）  
◇わが国固有の領土で  

ある国境の島々  
（ P173）  

◇刀を捨て、茶畑づく  
りに精魂を傾けた武  
士のエリート―静岡  
県牧之原お茶物語―  
（ P175）  

◇民間でもつくられた  
憲法草案（五日市憲  
法）（ P183）  

◇幻の人種平等案  
（ P215）  

◇幻の東京オリンピッ  
ク（ P231）  

◇何がアメリカ国民を  
戦争に導いたのか  
（ P235）  

91箇所  
 
◇人類と火の使用  

（ P13）  
◇野生動物から家畜へ  

（ P15）  
◇読解されたエジプト  

の象形文字（ P17）  
◇今も読まれる孔子の  

論語（ P21）  
◇十字架のイエス  

（ P23）  
◇赤土の崖から発見  

（ P25）  
◇三内丸山の大規模な  

ムラ（ P27）  
◇稲作の始まりと広が  

り（ P29）  
◇倭人伝が伝える倭人  

の生活と社会  
（ P35）  

◇大王の名をうめ込ん  
だ鉄剣（ P37）  

◇遣隋使と中国皇帝は  
何を語ったか  
（ P39）  



教科・種目名  社会（歴史的分野） 調査研究事項 

 

 

調査項目  ２  東書  17 教出  35 清水   46 帝国  116 日文  225 自由社  227 育鵬社  229 学び舎  

掲載されているコラムの数と内容  
 

 

◇ペリーの来航と台場
（ P155）  

◇新撰組（ P158）  
◇エルトゥールル号遭

難事件（ P175）  
◇日露戦争と「マツヤ

マ」（ P179）  
◇孫文と日本（ P181）  
◇社会主義の動向と大

逆事件（ P183）  
◇ジャポニズム  

（ P185）  
◇ソ連の計画経済  

（ P201）  
◇ガンディー（ P205）  
◇関東大震災（ P211）  
◇「命のピザ」  

（ P223）  
◇原水爆禁止運動  

（ P249）  
◇ベトナム戦争  

（ P251）  
◇日本の領土をめぐる

問題とその歴史  
（ P252）  

◇日本の漫画とアニメ
（ P257）  

◇中国の経済発展  
（ P259）  

◇戦争を記憶し、平和
を発信する沖縄  
（ P263）  

 
「女性コラム」 7箇所  
 
◇貴族の娘（ P51）  
◇武士の妻（ P71）  
◇女性への教え  

（ P115）  
◇産業の発展を支えた

工女（ P183）  
◇女性の選挙権のため

に（ P203）  
◇欧米化する暮らしと

女性（ P211）  
◇女性の社会参画  

（ P263）  
 
ティーブレイク 3箇所  
 
◇（ P66）（ P69）  

（ P177）  
 

◇ナポレオンの支配  
（ P135）  

◇ペリーの那覇・函館  
寄港（ P145）  

◇幕末の国際交流～海  
を渡った武士たち  
（ P149）  

◇北海道の開拓とアイ  
ヌの人たち（ P163）  

◇琉球処分～琉球王国  
の終わり（ P165）  

◇台湾の植民地化  
（ P175）  

◇産業の発展と豊田佐  
吉の発明（ P185）  

◇財閥と日本の経済発  
展（ P199）  

◇日本人がみた三・一  
独立運動（ P203）  

◇関東大震災（ P209）  
◇中東戦争（ P241 ）  
◇歴史のなかの在日韓  

国・朝鮮人（ P243）  
◇キューバ危機  

（ P247）  
◇アラブの春  

（ P255）  
◇東日本大震災  

（ P259）  
 

◇ナチスの政策（ P227） 
◇大学は出たけれど

（ P228）  
 
「人物コラム」12 箇所  
 
◇玄奘（ P29）  
◇阿倍仲麻呂（ P42）  
◇蓮如（ P85）  
◇雨森芳洲（ P114）  
◇大黒屋光太（ P133）  
◇塙保己一（ P134）  
◇リンカン（ P155）  
◇橋本左内（ P162）  
◇坂本龍馬（ P164）  
◇福沢諭吉（ P172）  
◇孫文（ P197）  
◇柳宗悦（ P215）  
          
    
 
 

 ◇日本と中国をつない  
だ人々（ P183）  

◇公害の登場、足尾鉱  
毒事件（ P187）  

◇差別された人々がえ  
がいた文学（ P190）  

◇祖国の音楽を紹介し  
たドイツ兵（ P197）  

◇人種差別撤廃への道  
（ P199）  

◇社会に羽ばたく女性  
たち（ P199）  

◇朝鮮との架け橋とな  
った日本人（ P201）  

◇全国水平社の結成  
（ P207）  

◇芸術に込めた反戦の  
意志（ P217）  

◇幻の東京オリンピッ  
ク（ P224）  

◇ドイツのユダヤ人迫  
害に抵抗した日本人  
（ P225）  

◇子どもの文化の変化  
（ P227）  

◇語り継がれる沖縄戦  
（ P231）  

◇核兵器開発競争と日  
本（ P243）  

◇在日韓国・朝鮮人  
（ P245）  

◇現在に残る沖縄の基  
地問題（ P249）  

◇言論の自由の回復と  
戦争へのまなざし  
（ P253）  

◇環境問題や災害に生  
かす知恵と技術  
（ P260）  

◇世界に広がる日本の  
伝統と文化（ P261）  

 
「歴史上の人物」 41名  
 
◇孔子（ P16）  
◇シャカ（ P17）  
◇イエス（ P19）  
◇鑑真（ P40）  
◇菅原道真（ P43）  
◇平将門（ P53）  
◇源義経（ P55）  
◇栄西（ P65）  
◇足利義満（ P69）  
◇雪舟（ P82）  
◇千利休（ P99）  
◇山田長政（ P104）  
◇天草四郎（ P105）  
◇徳川綱吉（ P117）  
◇高田屋嘉兵衛  

（ P122）  
◇松尾芭蕉（ P125）  
◇ワシントン（ P139）  
◇ナポレオン（ P141）  
◇マルクス（ P143）  
◇高杉晋作（ P147）  
◇大塩平八郎（ P149）  
◇ペリー（ P150）  
◇吉田松陰（ P151）  

[近世史＋α ]9 箇所  
 
◇天正少年使節（ P105） 
◇石見銀山（ P111）  
◇江戸の町火消（ P125） 
◇豊かになる人々と身

分制のひきしめ  
（ P135）  

◇武左衛門一揆（ P137） 
◇帝国憲法の内容  

（ P187）  
◇孫文と日本（ P195）  
◇日本で最初の公害反  

対運動―足尾鉱毒事  
件（ P197）  

◇三・一独立運動を支  
持した日本人（ P213） 

 
「近代史＋α」 2 箇所  
 
◇関東大震災（ P219）  
◇日本の満州支配に反  

対したジャーナリス  
ト（ P227）  

 
「現代史＋α」 6 箇所  
 
◇シベリア抑留と中国  

残留孤児（ P253）  
◇平和都市記念建設と  

原水爆禁止運動  
（ P257）  

◇平和条約に調印しな  
かった国（ P259）  

◇技術革新（ P261）  
◇韓国・中国との国交  

正常化と現在の課題  
（ P265）  

◇ベトナムとアフガニ  
スタン（ P266）  

 
 
 
 

◇アメリカの対日砲艦  
外交（ P198）  

◇文語体と口語体の作  
品（ P207）  

◇日英同盟は何故廃止  
されたか（ P221）  

◇ブロック経済と日本  
（ P225）  

◇日本と中国はなぜ平  
和を実現できなかっ  
たのか（ P232）  

◇迫害されたユダヤ人  
を助けた日本人樋口  
季一郞と杉原千畝  
（ P237）  

◇日本を解放軍として  
むかえたインドネシ  
アの人々（ P241）  

◇創氏改名とは何か  
（ P243）  

◇石油危機（ P265）  
◇戦争と全体主義の犠  

牲者（ P271）  
 
「歴史の言葉」 10箇所  
 
◇ムラ・クニ  共同体  

（ P39）  
◇倭の五王（ P48）  
◇天皇・皇帝（ P55）  
◇上皇・法王･院政  

（ P77）  
◇征夷大将軍・幕府  

（ P85）  
◇鎖国（ P127）  
◇身分制度と百姓・町  

人（ P131）  
◇青木昆陽と上杉鷹山

（ P143）  
◇事変（ P233）  
◇国際連合（ P256）  
 
「その他」 10箇所  
 
◇養蚕と機織りを伝え  

た秦氏（ P51）  
◇遣唐使廃止の理由  

（ P70）  
◇フビライの国書  

（ P88）  
◇ペリーは日本人をど  

う見たか（ P159）  
◇条約改正に関する外  

務大臣・陸奥宗光の  
議会演説（ P183）  

◇憲法を賞賛した内外  
の声（ P186）  

◇中国の情勢について  
の米外交官マクリ－  
の見解（ P229）  

◇中国に自重を求める  
幣原喜重郎の見解  
（ P229）  

◇リットン調査団の要  
点（ P231）  

◇アジアの人々を奮い  
立たせた日本の行動  
（ P241）  

 

◇トインビーが見た
「第二次世界大戦と
日本」（ P237）  

◇核と世界（ P265）  
 
「人物クローズアッ
プ」 15 箇所  
 
◇藤原道長の栄華  

（ P55）  
◇学問の神様・菅原道  

真（ P57）  
◇百人一首と藤原定家  

（ P77）  
◇支倉常長―幻となっ  

たメキシコ貿易の夢  
（ P119）  

◇上杉鷹山―自らが模  
範となって財政を立  
て直した藩主（ P133） 

◇農民自身による農村  
を復興した二宮尊徳  
（ P139）  

◇全国を踏破した伊能  
忠敬（ P145）  

◇吉田松陰と松下村塾  
（ P163）  

◇陸奥宗光―条約改正  
と日清戦争の立役者  
（ P187）  

◇台湾にダムを造った  
八田興一（ P193）  

◇足尾銅山鉱毒事件と  
田中正造（ P195）  

◇フェノロサと救世観  
音（ P198）  

◇正岡子規と夏目漱石  
（ P199）  

◇世界の平和に力を尽  
くした新渡戸稲造  
（ P219）  

◇杉原千畝と樋口季一  
郎（ P233）  

 

◇日本と天皇（ P41）  
◇長屋王の大邸宅  

（ P43）  
◇常陸国風土記に書か  

れた富士山と筑波山  
（ P47）  

◇アラビア数字とロー  
マ数字（ P49）  

◇新皇と名のった平将  
門（ P51）  

◇これが極楽浄土だー  
平等院鳳凰堂  
（ P53）  

◇火薬の発明（ P59）  
◇奥州藤原氏と中尊寺  

金色堂（ P61）  
◇右目を射られた鎌倉  

権五郎景政（ P63）  
◇大仏再建の熱狂  

（ P65）  
◇海を渡る禅僧たち  

（ P67）  
◇都市鎌倉と見世棚  

（ 1P69）  
◇気候の変動と大飢饉

（ P71）  
◇元を攻撃したカラフ  

ト（サハリン）のア  
イヌ（ P73）  

◇働く子ども売られる  
子ども（ P75）  

◇朝鮮の文字ハングル  
がつくられる  
（ P77）  

◇油商人、国々を行く  
（ P79）  

◇朝鮮の使節が見た日  
本の農業（ P81）  

◇銀閣をつくった人々  
（ P83）  

◇アイヌの人々がにな  
う北方の交易  
（ P85）  

◇大西洋をこえて運ば  
れた黒人奴隷  
（ P91）  

◇マゼラン船隊の世界  
一周（ P93）  

◇戦国時代の子どもた  
ち（ P95）  

◇ザビエルとアンジロ  
ー（ P97）  

◇将軍義昭を非難する  
信長（ P99）  

◇島津氏の奄美群島と  
琉球王国への侵攻  
（ P103）  

◇朝鮮の武将となった  
沙也可（ P105）  

◇江戸の町と水路  
（ P107）  

◇大名が取りつぶされ  
る（ P109）  

◇新田開発と新しい農  
具（ P119）  

◇琉球王国の使節  
（ P125）  



教科・種目名  社会（歴史的分野） 調査研究事項 

調査項目  ２  東書  17 教出  35 清水   46 帝国  116 日文  225 自由社  227 育鵬社  229 学び舎  

掲載されているコラムの数と内容  
 
 
          
 

   ◇勝海舟（ P152）  
◇福沢諭吉（ P163）  
◇西郷隆盛・大久保利  

通（ P167）  
◇クラーク（ P170）  
◇伊藤博文（ P175）  
◇正岡子規（ P189）  
◇ウィルソン（ P194）  
◇ガンディー（ P201）  
◇原敬（ P205）  
◇平塚らいてう  

（ P207）  
◇宮沢賢治（ P215）  
◇蒋介石・毛沢東  

（ P220）  
◇斎藤隆夫（ P225）  
◇吉田茂（ P244）  
◇湯川秀樹（ P253）  
◇手塚治虫（ P255）  
 
「地域の歴史」 18箇所  
 
◇蝦夷と東北の支配  

（ P43）  
◇奥州藤原氏の栄華  

（ P53）  
◇大仏殿を失った鎌倉

大仏」（ P60）  
◇巡礼の道、熊野古道

（ P61）  
◇鉄砲づくりを支えた

堺と国友（ P90）  
◇世界の銀を支えた岩

見銀山（ P91）  
◇鳥取藩の参勤交代  

（ P103）  
◇日光東照宮と街道の

発達（ P120）  
◇財政改革に成功した

米沢藩（ P128）  
◇教育のために使われ

た米百俵（ P159）  
◇横浜港と絹の道  

（ P165）  
◇自由は土佐の山間よ

り（ P172）  
◇多摩地方の自由民権

運動（ P173）  
◇中華街の形成  

（ P183）  
◇人口日本一だった新

潟県（ P185）  
◇観光都市別府の誕生

（ P210）  
◇大都市を襲った関東

大震災（ P212）  
◇小笠原諸島の返還  

（ P247）  
 
「歴史の基礎技能」  
11箇所  
 
◇情報の集め方（ P8）  
◇野外聞き取り調査の

仕方（ P9）  
◇レポートのまとめ  

（ P10）  
◇発表の仕方（ P11）  
◇系図の見方（ P33）  
◇しくみ図の見方  

（ P34）  
◇絵巻物の見方  

（ P43）  

 「外の目から見た日本」 
6 箇所  
 
◇盗みがなく、争いの  

少ない社会（ P41）  
◇宣教師の見た日本人  

（ P120）  
◇幕末・明治期の日本

人の生き方（ P180）  
◇世界が見た日露戦  

（ P208）  
◇大東亜戦争とアジア  

の独立（ P246）  
◇東日本大震災と日本  

人（ P276）  

 ◇江戸の町を支えるひ  
とびと（ P129）  

◇百姓一揆のなかまか  
ら生まれた思想  
（ P131）  

◇国学を大成させた本  
居宣長（ P133）  

◇奴隷制度は憲法違反  
と訴えた黒人女性  
（ P147）  

◇ハイチ革命―小さな
クニの大きな革命  
（ P149）  

◇フランス語が話せな
いフランス人  
（ P153）  

◇アヘン戦争と江戸幕
府（ P155）  

◇インド大反乱のなか
の女性（ P157）  

◇安政の大地震  
（ P161）  

◇アームストロング砲
とミニエー銃  
（ P163）  

◇ええじゃないか  
（ P165）  

◇江戸城に向かう天皇  
（ P167）  

◇職を失った武士  
（ P173）  

◇ 6歳の女子留学生  
（ P181）  

◇士族の反乱と西南戦
争（ P183）  

◇秩父事件（ P185）  
◇教育勅語と御真影  

（ P187）  
◇増える日本人  

（ P203）  
◇アジア・アフリカと

第一次世界大戦  
（ P207）  

◇辛亥革命後の変化  
（ P209）  

◇ガンジーの非暴力主
義（ P213）  

◇少女たちの労働争議
（ P215）  

◇関東大震災―いわれ
なく殺された人々  
（ P217）  

◇家族や社会から引き
離されたハンセン病
患者（ P219）  

◇モダン・タイムスと
独裁者（ P225）  

◇欠食児童と学校給食
（ P227）  

◇ピカソが描いたゲル
ニカ爆撃（ P229）  

◇日本の満州開拓と中
国人農民（ P231）  

◇消えた東京オリンピ
ック（ p233）  

◇地下道を掘って戦う
（ P235）  

◇ヒトラーに抵抗した
若者達（ P237）  

◇朝鮮・台湾の人々と
日本の戦争（ P239）  



教科・種目名  社会（歴史的分野） 調査研究事項 

 

別表５        

 

 

 

 

 

 

 

 

調査項目  ２  東書  17 教出  35 清水   46 帝国  116 日文  225 自由社  227 育鵬社  229 学び舎  

掲載されているコラムの数と内容  
 
 
 
 
 

   ◇資料を基に歴史をと  
 らえる（ P107）  
◇仮説を立てて歴史を

とらえる（ P155）  
◇現在と過去の立場か

らとらえる（ P177）  
◇情報の意図を読み解  

く（ P229）  

  
 
 
 

 ◇いったいどうして人
間は（「アンネの日
記」 1944年 5月 3日）
（ P241）  

◇こういうこと言うと
警察に捕まったー特
高月報より（ P243）  

◇ある特攻隊員の母へ
の遺書（ P245）  

◇中学生・女学生は工
場へ（ P247）  

◇沖縄戦―日本軍の作
戦目標（ P249）  

◇アメリカが原爆を投
下した理由（ P251）  

◇日本国憲法と旧植民
地の人びと（ P261）  

◇浮浪児と呼ばれてー
当時 14歳の少年の話
（ P263）  

◇日本と朝鮮戦争  
（ P265）  

◇インドネシアの独立
（ P267）  

◇被爆者の心を世界に
伝える高校生  
（ P269）  

◇憲法を暮らしに活か
す（ P271）  

◇薪割りからの解放  
（ P273）  

◇忘れなかったマルタ
の歌声（ P275）  

◇問い直される人権の
侵害（ P281）  

◇原発事故は警告され
ていた（ P287）  

◇子ども達の力と行動
（ P289）  

          
          
          
      

調査項目  ２  東書  17 教出  35 清水   46 帝国  116 日文  225 自由社  227 育鵬社  229 学び舎  

「発展」などの記載のあるページの  

数と内容  

 

無  無  無          
  
 

 無  無  無  無  無          
          
     

京都府の歴史的事象に関する発展的  

な内容 

◇深めよう  
「室町時代の生活文
化と現代」 (P94) 

          
 

無  ◇もっと知りたい歴史
「宮廷の女性と仮名
文学」 (P54～ 55) 

 

 ◇トライアル  
「坂本龍馬暗殺の謎」 
（ P154～ 155）  

◇図版特集  
「 室 町 時 代 の く ら
し」（ P88～ 89）  

◇先人に学ぶ  
 「幕府のはげ山対策

と都市に住む人々の  
 リサイクル」  

(P140～ P141) 
 

◇もっと知りたい  
「仮名文字と女流文
学」 (P74～ P75) 

  
 

◇課題学習  
「奈良・京都の文化
遺産を調べる」  
(P60～ 61) 

◇インターネットで検   
 索  

『洛中洛外図屏風』  
（ P112）     



教科・種目名  社会（歴史的分野） 調査研究事項 

別表６        

 

 

調査項目  ２  東書  17 教出  35 清水   46 帝国  116 日文  225 自由社  227 育鵬社  229 学び舎  

地理的分野との関連を示す印 (マーク ) 

などと数  

 
 

有  22箇所  
 
自然、文化、工業、地
図などで特に関わりの
深いものに印 (マーク ) 
あり  
 

無  無  
 

無  有  6箇所  
 
古代文明、宗教、地名
など関わりのあるとこ
ろに印（マーク）あり  

無  無  無  
 

公民的分野との関連を示す印 (マーク ) 

などと数  

 

有  33箇所  
 
文化、政治、経済、人
びとの暮らしなど特に
関係の深いものに印 (
マーク )あり  
 

無  無  無  有  4箇所  
 
政治、憲法、国際社会
など関係のあるところ
に印（マーク）あり  

無  無  無  
 

道徳との関連を示す印などのある内容

と数  

 

無  無  無  無  無  無  無  無  

人権教育と関連のある内容、男女共同
参画社会の追究に対しての配慮  
 
 
 
 
 
 
 

 

◇人々の身分と負担  
（ P44）  

◇河原者たちの優れた
技術（ P87）  

◇奴隷がつめ込まれた
船（ P103）  

◇有田焼のルーツ  
（ P109）  

◇様々な身分と暮らし
（ P114）  

◇朝鮮通信使（ P118）  
◇百姓一揆と差別の強

化（ P127）  
◇渋初め一揆（ P133）  
◇人権宣言（ P147）  
◇アンクルトムの小屋

（ P151）  
◇ヨーロッパのアジア

侵略（ P152）  
◇身分制度の廃止  

（ P161）  
◇福沢諭吉（ P165）  
◇自由民権運動  

（ P171）  
◇与謝野晶子（ P178）  
◇日麗戦争とマツヤマ

（ P179）  
◇韓国併合を歌った二

つの短歌（ P180）  
◇産業の発展を支えた

女工（ P183）  
◇解放令から水平社へ

（ P190）  
◇足尾銅山と田中正造

（ P192）  
◇女性の選挙権のため

に（ P203）  
◇ガンディー（ P204）  
◇解放を求めて  

（ P208）  
◇命のビザ（ P223）  
◇アンネの日記  

（ P223）  
◇北海道とアイヌ民族

の歴史（ P234）  
◇男女共学（ P245）  
◇原水爆禁止運動  

（ P249）  
◇拉致問題（ P260）  
◇現代の公害問題とそ

の克服（ P268）  
 

◇奴婢（ P40）  
◇鎌倉時代の女性の地

位（ P61）  
◇庭園造りに活躍した

人々（ P81）  
◇働く女性や子どもた

ち（ P82）  
◇滅ぼされた中南アメ

リカの文明（ P92）  
◇身分ごとに異なる暮

らし（ P112）  
◇解体新書（ P124）  
◇独立宣言（ P134）  
◇人権宣言（ P135）  
◇ロンドンのスラム  

（ P136）  
◇イギリスの炭鉱で働

く子どもたち  
（ P137）  

◇南北戦争（ P138）  
◇ナイティンゲール  

（ P139）  
◇改革や平等を求めて

（ P151）  
◇残された差別  

（ P159）  
◇北海道の開拓とアイ

ヌの人たち（ P163）  
◇五日市憲法（ P167）  
◇アイヌの文化を伝え  

た人たち（ P171）  
◇与謝野晶子（ P178）  
◇足尾鉱毒事件  

（ P186）  
◇日本人が見た三･一

独立運動（ P203）  
◇ガンディー（ P203）  
◇平塚らいてう  

（ P207）  
◇全国水平社（ P207）  
◇アンネの日記  

（ P223）  
◇後藤新平と杉原千畝

（ P230）  
◇女性の国会議員の誕

生（ P236）  
◇世界人権宣言  

（ P261）  
 
 
 

◇奴婢（ P40）  
◇宮廷の女性と仮名文

学（ P54）  
◇秀吉の朝鮮侵略

（ P103）  
◇出雲の阿国（ P107）  
◇身分による制限

（ P110）  
◇家制度と女性（ P111） 
◇雨森芳洲（ P114）  
◇奴隷貿易（ P149）  
◇アメリカ独立宣言

（ P150）  
◇人権宣言（ P151）  
◇リンカン（ P155）  
◇賤民廃止令と人びと

（ P168）  
◇福沢諭吉（ P173）  
◇旧土人保護法（ P179） 
◇中江兆民（ P182）  
◇自由民権運動の広が

り（ P183）  
◇与謝野晶子（ P193）  
◇足尾鉱毒事件（ P199） 
◇家の制度と女性

（ P201）  
◇ガンディー（ P214）  
◇柳宗悦（ P215）  
◇吉野作造（ P216）  
◇米騒動（ P217）  
◇日本の人権宣言

（ P219）  
◇関東大震災（ P221）  
◇ナチスの政策（ P227） 
◇血債の塔（ P238）  
◇女性代議士（ P250）  
◇女性が学ぶ権利を訴

えるパキスタンの少
女（ P277）  

 
 
          
    
 
 

 ◇奴婢（ P38）  
◇中世の老人と子ども、

女性（ P75）  
◇庭造りに活躍した河

原者（ P83）  
◇奴隷船（ P89）  
◇朝鮮通信使（ P109）  
◇差別された人々  

（ P117）  
◇解体新書（ P132）  
◇権利の章典（ P138）  
◇アメリカ独立宣言  

（ P139）  
◇人権宣言（ P141）  
◇炭鉱での子どもの労

働のようす（ P143）  
◇リンカン（ P144）  
◇渋初め一揆（ P149）  
◇差別からの解放運動  

（ P159）  
◇福沢諭吉（ P163）  
◇日本での選挙の始ま

り（ P175）  
◇日露戦争をめぐるさ

ま様々な意見  
（ P181）  

◇足尾鉱毒事（ P187）  
◇差別された人々をえ

がいた文学（ P190）  
◇人種差別撤廃への道

（ P199）  
◇ガンディー（ P201）  
◇全国水平社運動  

（ P207）  
◇平塚らいてう  

（ P207）  
◇芸術に込めた反戦の

意志（ P217）  
◇ドイツのユダヤ人迫

害（ P225）  
◇教育基本法と教育の

民主化（ P241）  
◇在日韓国・朝鮮人  

（ P245）  
◇男女共同参画社会  

（ P254）  
◇日本における先住民

（ P256）  
 
 

◇奴婢（ P41）  
◇河原者がつくり出し

た文化（ P87）  
◇中世の女性たち

（ P90）  
◇奴隷船の内部（ P103） 
◇江戸時代の身分制度

（ P123）  
◇身分制の引き締め

（ P135）  
◇人権宣言（ P153）  
◇リンカン（ P155）  
◇身分制の廃止と四民

平等（ P167）  
◇与謝野晶子（ P192）  
◇足尾鉱毒事件（ P197） 
◇青鞜社の宣言（ P198） 
◇ガンディー（ P212）  
◇柳宗悦（ P213）  
◇全国水平社運動  

（ P217）  
◇新婦人協会（ P217）  
◇タイピスト（ P217）  
◇関東大震災（ P219）  
◇ゲルニカ（ P223）  
◇満州支配に反対した

ジャーナリスト
（ P227）  

◇斉藤隆夫（ P229）  
◇アンネフランク

（ P231）  
◇アウシュビッツ

（ P231）  
◇新渡戸稲造と杉原千

畝（ P238）  
◇初めての女性国会議

員（ P250）  
◇同和対策審議会答申

（ P271）  
 
 
 

◇身分制度（ P130）  
◇身分制度と百姓・町

人（ P131）  
◇四民平等（ P167）  
◇自由民権運動  

（ P184）  
◇足尾鉱毒事件  

（ P203）  
◇工場で働く女性  

（ P215）  
◇ガンジー（ P217）  
◇全国水平社（ P219）  
◇バスガール（ P223）  
◇アウシュビッツ  

（ P227）  
◇樋口季一郞と杉原千

畝（ P237）  
◇婦人代議士（ P253）  
 
 
 
 

◇奴婢（ P47）  
◇奴隷船（ P103）  
◇朝鮮通信使（ P121）  
◇江戸時代の身分制度

（ P123）  
◇人権宣言（ P157）  
◇四民平等（ P169）  
◇福沢諭吉（ P179）  
◇南北戦争（ P181）  
◇五日市憲法（ P183）  
◇松山収容所（ P191）  
◇足尾鉱毒事件（ P195） 
◇アジアの民族運動  

（ P214）  
◇ガンジー（ p215）  
◇全国水平社（ P217）  
◇ゲルニカ（ P225）  
◇斉藤隆夫（ P230）  
◇杉原千畝と樋口季一

郎（ P223）  
◇与謝野晶子（ P248）  
◇平塚らいてう（ P248） 
◇ダライラマ 14 世

（ P270）  
 
 
 
 

◇働く子ども、売られ
る子ども（ P75）  

◇銀閣をつくった人び
と（ P83）  

◇奴隷船（ P88）  
◇奴隷貿易（ P91）  
◇身分による社会  

（ P117）  
◇雨森芳洲（ P124）  
◇朝鮮通信使（ P125）  
◇百姓一揆の中から生

まれた思想（ P131）  
◇奴隷制度は憲法違反

と訴えた黒人奴隷  
（ P147）  

◇国民の権利、女性の
権利、黒人の権利  
（ P149）  

◇工場で働く子ども達
（ P150）  

◇古い身分の廃止と新
しい身分（ P173）  

◇福沢諭吉（ P179）  
◇中江兆民（ P179）  
◇民衆が作った憲法  

（ P184）  
◇与謝野晶子（ P199）  
◇民族運動の高まり  

（ P212）  
◇始まりは女一揆  

（ P214）  
◇女性は太陽だった  

（ P216）  
◇デモクラシーの波  

（ P218）  
◇ヒトラーに抵抗した

若者達（ P237）  
◇戦争と二人の少女  

（ P240）  
 
          
          
          
      



教科・種目名  社会（歴史的分野） 調査研究事項 

別表７    

調査項目  ２  東書  17 教出  35 清水  

 

46 帝国  116 日文  225 自由社  227 育鵬社  229 学び舎  

ユニバーサルデザイン化に向けた工夫

（文字の書体、大きさ、  

図表等の色遣い、装丁方法等）  

 

 

◇ＡＢ判を採用してい
る。  

◇特別支援教育に関す
る校閲を受け、カラ
ーバリアフリーに配
慮している。また、
ゴチック体の振り仮
名を採用している。  

 
◇重要事項を太字（ゴ

シック体）で表記し
ている。  

◇ＡＢ判を採用してい
る。  

◇特別支援教育に関す
る監修を受け、カラ
ーユニバーサルデザ
イン、ユニバーサル
フォントを採用して
いる。  

 
◇重要事項を太字（ゴ

シック体）で表記し
ている。  

◇Ｂ５判を採用してい
る。  

◇ユニバーサルデザイ
ン・フォントを使用
し、１行の文字数を
少 な く 表 記 し て い
る。  

 
 
◇重要事項を太字（ゴ

シック体）で表記し
ている。  

◇ＡＢ判を採用してい
る。  

◇カラーバリアフリー
を含むユニバーサル
デザインに配慮して
いる。  

 
 
 
◇重要事項を太字（ゴ

シック体）で表記し
ている。  

◇ＡＢ判を採用してい
る。  

◇特別支援教育・ユニ
バーサルデザインに
関する校閲を受け、
ルビをすべてゴシッ
ク体にしている。  

 
 
◇重要事項を太字（ゴ

シック体）で表記し
ている。  

◇Ｂ５判を採用してい
る。  

 
 
 
 
 
 
 
◇重要事項を太字（ゴ

シック体）で表記し
ている。  

◇ＡＢ判を採用してい
る。  

◇カラーバリアフリー
に配慮し、ふりがな
にゴシック体を使用
している。  

 
 
 
◇重要事項を太字（ゴ

シック体）で表記し
ている。  

◇Ａ判を採用している  
          
          
         

資料（写真、統計やグラフ）の数と掲

載方法等の配慮事項  

360点  
◇資料ごとに番号を付

し、本文中に関連を
示す資料番号を記し
ている。  

309点  
◇資料ごとに番号を付

し、本文中に関連を
示す資料番号を記し
ている。  

294点  
◇資料ごとに番号を付

している。  

418点  
◇資料ごとに番号を付

し、本文中に関連を
示す資料番号を記し
ている。  

513 点  
◇資料ごとに番号を付

し、本文中に関連を
示す資料番号を記し
ている。  

312点  373 点  
◇資料ごとに番号を付

している。  

443点  
◇資料ごとに番号を付

している。  

史料（法令、文献、絵図、肖像画、  

絵等）の数と掲載方法等の配慮事項  

 

608点  
◇史料ごとに番号を付

し、本文中に関連を
示す史料番号を記し
ている。  

472点  
◇史料ごとに番号を付

し、本文中に関連を
示す史料番号を記し
ている。  

457点  
◇資料ごとに番号を付

している。  

567点  
◇本文中に史料と表記

し、関連を示してい
る。  

492 点  
◇史料ごとに番号を付

し、本文中に関連を
示す史料番号を記し
ている。  

341点  447点  
◇史料ごとに番号を付

している。  

561点  
◇史料ごとに番号を付

している。  

注記の数  99項目  
◇本文中に注記番号を

記している。  

203項目  
◇本文中に注記番号を

記している。  

111 項目  
◇本文中に注記番号を

記している。  

56項目  
◇本文中に注記番号を

記している。  

158 項目  
◇本文中に注記番号を

記している。  

171項目  
◇本文中に注記番号を

記している。  

172 項目  
◇本文中に注記番号を

記している。  
 

146項目  

索引（歴史上の出来事や重要語句、  

人物等）の数とページ数  

 

 

 

 

 

人名索引： 346 項目  
     2 ページ  
 
事項索引： 1057 項目  
     4ページ  
          
 

人名索引： 363 項目  
     3 ページ  
 
事項索引： 814 項目  
     6ページ  
 
 
 
 
 

人名索引： 256 項目  
4 ページ  

 
事項索引： 996 項目  
     8ページ  
 
 
 
 
◇小学校で学んだおも

な人物をイラスト付
きで表記している。  

          
    
 
 

人名索引： 299 項目  
     2 ページ  
 
事項索引： 758 項目  
     3ページ  
 
 
 
 
◇小学校で学習した人

物を下線で示し、政
治・国際交流・地域
・文化などの項目ご
とに印をつけたり、
色分けしたりして表
記している。  

◇人名・事項とも本文
中に太字で掲載され
ているページを太字
で表記している。  

人名索引： 259 項目  
     3 ページ  
 
事項索引： 576 項目  

5ページ  
 

テーマ別索引：155項目  
      2ページ  
 
◇人名・事項とも本文

中に太字で掲載され
ているページを赤字
で表記している。  

◇政治・経済社会・文
化・外交などテーマ
別の索引がある。  

 
 

人名索引： 265 項目  
     3 ページ  
 
事項索引： 905 項目  
     6ページ  
 
 
 
 

人名索引： 436 項目  
     3 ページ  
 
事項索引： 867 項目  
     5 ページ  
 
 
 
 
◇小学校で学習した人

物 に ◎ を つ け て い
る。  

◇人名・事項とも本文
中に太字で表された
項目をゴシック体の
太 字 で 表 記 し て い
る。  

 
 
 
 

人名・事項索引  
： 1476項目  

  10ページ  
 
 
 
 
 
 
◇人物や出来事などを

一つの索引にまとめ
ている。  

          
          
          
      

用語解説の数と掲載方法等の配慮事項  

 

 

用語解説： 110項目  
◇巻末に用語解説のコ

ーナーを設け、関連
するページを示して
解説している。  

 
 

用語解説としてのペー
ジ設定はないが、注釈
の一部などで解説して
いる。  

用語解説としてのペー
ジ設定はないが、注釈
の一部などで解説して
いる。  

用語解説： 53項目  
◇わかりにくい用語を

目次の中で挙げ、そ
れぞれのページで用
語を解説している。  

 

用語解説： 28 項目  
◇歴史に役立つ用語を

目次の中で挙げ、そ
れぞれのページで用
語を解説している。  

用語解説： 90項目  
◇各章末に「歴史豆辞

典」を設定し、各時
代ごとに用語を 15項
目挙げ、100字程度で
解説している。  

用語解説としてのペー
ジ設定はないが、注釈
の一部などで解説して
いる。  
 

用語解説としてのペー
ジ設定はないが、注釈
の一部などで解説して
いる。  
          
          
       

綴じ込み歴史年表の有無と配慮事項  

 

 

 

 

 

 

巻末に広げることがで
きる年表が綴じ込まれ
ている。  
◇広げた表と裏の２面

にまとめられている  
◇日本と外国との関係

を示す出来事に印を
つけて示している。  

◇教科書で学習する章
を年表中に明記して
いる。  

          
 

巻末に広げることがで
きる年表が綴じ込まれ
ている。  
◇左右に広げて全時代

を見通すことができ
るようにまとめてい
る。  

 
 
 
 
 

巻末に広げることがで
きる年表が綴じ込まれ
ている。  
◇広げた表と裏２枚に

わたって４面にまと
められている。  

◇日本の文化にかかわ
る写真や資料を載せ
ている。  

          
    
 
 

巻末に広げることがで
きる年表が綴じ込まれ
ている。  
◇広げた表と裏３面に

わたってまとめられ
ている。  

◇日本と海外の交流に
ついて図式化して示
している。  

◇世界のおもなできご
とに世界遺産の写真
を載せている。  

◇教科書で学習する章
を年表中に明記して
いる。  

 

巻末に広げることがで
きる年表が綴じ込まれ
ている。  
◇広げた表と裏４面に

わたってまとめられ
ている。  

◇外国とのつながりに
ついてイラストや写
真 な ど の 資 料 を 載
せ、つながりを図式
化して示している。  

◇世界遺産の写真を両
脇に掲載している。  

◇教科書で学習する章
が年表中に明記して
いる。  

巻末に年表が５ページ
にわたってまとめられ
ている。  
◇古代律令国家の形成

過程と近代国家の形
成過程にあたる範囲
を年表中に色で示し
ている。  

◇横書きで表記してい
る。  

◇教科書で学習する章
を年表中に明記して
いる。  

 

巻末に広げることがで
きる年表が綴じ込まれ
ている。  
◇広げた表と裏の２面

にまとめられている  
◇日本と外国との関係

を示す出来事に印を
つけるとともに、日
本と外国の関係を矢
印でつないで示して
いる。  

◇教科書で学習する章
を年表中に明記して
いる。  

 

巻末に年表が 20ページ
にわたってまとめられ
ている。  
◇資料・史料・図版を

年表中に盛り込んで
いる。  

◇横書きで表記してい
る。  

 
          
          
          
      



 


